
28組が歌や踊りを披露した美馬市連合婦人会芸能大会（3月28日）



●
美
馬
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
主
に

昇
給
の
基
準
及
び
給
料
表
を
改

正
。
給
料
表
の
基
準
を
平
均

４
・
８
％
、
中
高
年
層
に
つ
い

て
は
７
％
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

●
美
馬
市
特
別
職
及
び
一
般
職

の
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
制
定

危
機
的
状
況
に
あ
る
市
の
財

政
状
況
を
考
慮
し
て
、
平
成
１８

年
度
か
ら
３
年
間
、
給
料
の
月

額
と
そ
れ
を
基
礎
に
算
出
す
る

手
当
て
を
、
市
長
に
お
い
て
は

１５
％
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
は
１０
％
、
一
般
職
員
は
５
％

を
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
ト
し
て
支
給

す
る
た
め
の
特
例
を
定
め
た
も

の
で
す
。

●
美
馬
市
人
権
条
例
の
制
定

国
や
県
の
施
策
が
同
和
問
題

の
解
決
・
解
消
を
図
る
と
い
う

も
の
か
ら
、
美
馬
市
に
お
い
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
の
擁
護
に

関
す
る
施
策
を
推
進
し
、
す
べ

て
の
人
の
基
本
的
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
条
例
を
定
め

る
も
の
で
す
。

●
美
馬
市
国
民
保
護
対
策
本
部

及
び
美
馬
市
緊
急
対
処
事
態
対

策
本
部
条
例
の
制
定

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
の
規
程
に
基
づ
き
、

武
力
攻
撃
事
態
ま
た
は
緊
急
対

処
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
組

織
の
設
置
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
す
。

●
美
馬
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

平
成
１８
年
度
か
ら
平
成
２０
年

度
ま
で
３
年
間
の
介
護
保
険
事

業
及
び
介
護
保
険
料
の
見
直
し

に
伴
い
、
関
係
政
令
の
改
正
な

ど
に
よ
り
介
護
保
険
料
を
改
め

る
も
の
で
す
。

●
美
馬
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
制
定
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

３
月
議
会
定
例
会

３
月
議
会
定
例
会
が
３
月

３
日
か
ら
２３
日
ま
で
２１
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

美
馬
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
美

馬
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
の
ほ
か
、
平
成
１８
年
度

美
馬
市
一
般
会
計
予
算
及
び

特
別
会
計
予
算
な
ど
４１
議
案

と
、
美
馬
市
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
）
の
専
決
処
分

な
ど
承
認
案
件
２
件
、
報
告

１
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
最
終
日
に
は
美
馬

市
議
会
の
議
員
の
定
数
並
び

に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に

お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の

数
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、

美
馬
市
議
会
解
散
に
関
す
る

決
議
案
な
ど
３
件
の
議
員
提

案
を
可
決
。
こ
れ
に
よ
り
、
美

馬
市
議
会
は
解
散
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

条
　
例

美馬市議会は、3月定例会最終日の3月23日、「美馬市議会解散に関する決議案」を議員提案し、賛

成多数で可決。在任特例期間（平成18年9月末）まで半年を残し、自主解散しました。

また、定数を26から23に減らし、選挙区は旧木屋平村（定数1）と、脇町、穴吹、美馬の旧3町を

合わせた選挙区（定数22）を設置することを定めた「美馬市議会の議員の定数並びに選挙区及び各選

挙区において選挙すべき議員の数に関する条例」の制定も賛成多数で可決しました。

美馬市議会では、昨年１０月に議員定数と解散時期を再検討する協議会を設置して協議。同１１月の

市議会全員協議会で、再検討協議会の合意をおおむね了承。３月定例会では特別委員会を設置し、議

員提案に至りました。在任特例をめぐって議会が自主解散したのは、県内では美馬市が初めて。

これを受け、同日開かれた市選挙管理委員会は、解散に伴う市議会選挙の日程を４月１６日豸告示、

４月２３日豸投開票と決めました（８、９ページ参照）。

美馬市議会が自主解散 4月23日豸に一般選挙
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美
馬
市
敬
老
年
金
条
例
を
廃

止
し
、
新
た
に
満
７７
歳
に
達
す

る
人
に
５，
０
０
０
円
を
、
満
８８

歳
で
は
１
０，
０
０
０
円
、
満
９９

歳
で
は
１
５，
０
０
０
円
、
満
１

０
０
歳
以
上
の
人
に
は
２
０，
０

０
０
円
を
支
給
。
ま
た
満
１
０

０
歳
に
達
す
る
人
に
５
０，
０
０

０
円
を
支
給
す
る
こ
と
を
定
め

た
も
の
で
す
。

●
美
馬
市
教
育
研
究
所
設
置
条

例
の
制
定

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
規
程
に

基
づ
き
、
教
育
に
関
す
る
調
査

研
究
を
行
い
、
教
育
計
画
の
樹

立
に
資
す
る
と
と
も
に
、
教
育

の
充
実
及
び
振
興
を
図
る
た
め

に
教
育
研
究
所
を
設
置
す
る
も

の
で
す
。

●
美
馬
市
行
政
組
織
条
例
の
一

部
改
正

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

税
部
門
を
統
一
し
脇
町
庁
舎
か

ら
穴
吹
庁
舎
へ
移
転
す
る
な
ど
、

市
の
行
政
組
織
機
構
を

一
部
改
正
し
た
も
の
で

す
（
１４
、
１５
ペ
ー
ジ
参

照
）。

●
美
馬
市
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命

青
木
博
美
氏
（
６４
歳
、

東
原
）

●
平
成
１８
年
度
美
馬
市

一
般
会
計
予
算

（
１０
、
１１
、
１２
ペ
ー

ジ
参
照
）

●
平
成
１７
年
度
美
馬
市

育
成
の
専
門
機
関
で
あ
る
自
治
大

学
校
及
び
国
土
交
通
大
学
へ
研
修

生
を
派
遣
す
る
な
ど
、
高
い
政
策

立
案
・
実
効
能
力
を
備
え
た
人
材

の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

笆
自
治
会
内
に
お
け
る
専
門
部
組

織
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
活
動
活

性
化
方
策
の
一
つ
と
し
て
有
効
な

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
美
馬
市
で

は
過
疎
化
に
加
え
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
集
落
機
能
の
維

持
さ
え
難
し
い
よ
う
な
自
治
会
も

増
加
す
る
状
況
に
あ
る
。
自
治
会

組
織
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
各
自

治
会
の
自
主
性
に
お
任
せ
し
た
い
。

笳
自
治
会
長
は
、
各
自
治
会
で
選

任
さ
れ
た
人
に
対
し
て
市
が
お
願

い
し
て
い
る
の
で
、
各
自
治
会
の

実
状
が
異
な
る
こ
と
か
ら
全
市
統

一
的
に
自
治
会
長
等
役
員
の
改
選

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

各
自
治
会
の
主
体
性
を
尊
重
し
て

ま
い
り
た
い
。

（
質
　
問
）

郷
司
千
亜
紀
議
員

◎
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

笊
市
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

笆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
詳
細
は

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
９，

３
２
０
万
２
千

円
を
減
額
し
、
平
成
１７
年
度
予

算
の
総
額
を
１
８
１
億
８，

７

５
１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
質
　
問
）

井
川
英
秋
議
員

◎
人
事
交
流
事
業
に
つ
い
て

笊
国
や
県
、
他
市
及
び
民
間
企
業

（
銀
行
や
大
学
等
）
と
の
交
流
を

通
し
、
政
策
立
案
が
で
き
る
行
政

マ
ン
の
育
成
を

◎
自
治
会
制
度
の
確
立

笆
全
自
治
会
組
織
の
統
一
は

笳
役
員
改
選
の
統
一
は

（
答
　
弁
）

市
　
　
長

笊
徳
島
県
へ
の
研
修
生
派
遣
、
徳

島
県
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
一
般
研
修
及
び
特
別
研
修
、
専

門
知
識
習
得
の
た
め
全
国
市
町
村

職
員
中
央
研
修
（
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
）
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

今
後
も
徳
島
県
職
員
と
の
人
事
交

流
を
は
じ
め
、
県
滞
納
整
理
機
構

へ
の
職
員
派
遣
、
政
策
形
成
能
力

（
答
　
弁
）

市
　
　
長

笊
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
平

成
１８
年
度
に
は
保
育
所
の
入
所
年

齢
の
拡
大
を
行
い
、
育
児
休
業
後

の
円
滑
な
職
場
復
帰
の
た
め
脇
町

保
育
所
で
は
１０
か
月
児
か
ら
、
他

の
４
保
育
所
で
は
１１
か
月
児
の
受

け
入
れ
を
実
施
す
る
。
ま
た
就
労

形
態
や
疾
病
、
育
児
疲
れ
の
解
消

な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
１
日
単
位
で
保
育
を
行
う
一

時
保
育
事
業
を
２
保
育
所
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
地
域
で
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
１８
年
度

か
ら
新
し
く
三
島
地
区
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
、
保
護
者
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
。

保
険
福
祉
部
長

笆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
は
、
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い

人
と
受
け
た
い
人
が
会
員
に
な

り
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
を
そ
の
橋

渡
し
役
と
し
て
会
員
同
士
が
子
ど

も
の
世
話
を
一
時
的
に
有
料
で
援

助
し
合
う
組
織
。
事
務
所
の
開
設

場
所
は
、
脇
町
庁
舎
２
階
を
予
定
。

人
　
事

予
　
算

一
般
質
問
（
質
問
順
）
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同
セ
ン
タ
ー
の
援
助
活
動
は
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成
、
会
員
の
募

集
・
登
録
、
会
員
へ
の
講
習
会
の

実
施
等
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
１０

月
頃
の
開
始
を
予
定
し
て
い
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
運

営
を
開
始
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
。

（
質
　
問
）

長
浦
保
福
議
員

◎
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

笊
乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
拡
充
に

つ
い
て

◎
議
員
倫
理
と
工
事
請
負
に
関
す

る
決
議
に
つ
い
て

笆
市
の
対
応
を
伺
い
た
い

（
答
　
弁
）

保
険
福
祉
部
長

笊
昨
年
６
月
議
会
で
の
質
問
で

も
、
今
後
、
県
等
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

お
答
え
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
県

で
は
現
在
議
会
審
議
中
で
あ
り
、

県
の
正
式
決
定
を
待
っ
て
、
内
容

等
を
十
分
調
査
確
認
し
て
か
ら
、

ま
た
新
制
度
に
よ
る
助
成
の
内
容

や
時
期
等
を
検
討
し
た
う
え
で
、

議
会
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

助
　
　
役

笆
昨
年
１２
月
議
会
に
お
い
て
、
議

員
各
位
の
高
い
見
識
・
倫
理
の
も

と
決
議
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
市
と
し
て
も
決
議
の
主
旨
に

つ
い
て
は
十
分
尊
重
し
て
い
る
。

一
方
、
市
の
公
共
工
事
発
注
は
関

係
法
令
を
遵
守
し
執
行
し
て
お

り
、
議
員
の
指
名
排
除
に
関
し

「
議
員
の
兼
業
の
禁
止
」
を
規
定

す
る
地
方
自
治
法
第
９２
条
の
２
に

抵
触
す
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
以

外
は
、
法
令
上
排
除
理
由
が
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
昨

年
、
高
松
高
裁
に
お
い
て
同
様
の

事
例
に
よ
る
指
名
排
除
が
、
長
の

裁
量
権
の
逸
脱
と
し
て
違
法
と
さ

れ
、
損
害
賠
償
を
命
じ
る
判
例
も

出
て
お
り
、
慎
重
な
対
応
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

（
質
　
問
）

原
　
政
義
議
員

◎
平
成
１８
年
度
事
業
に
つ
い
て

笊
少
子
化
問
題
、
子
ど
も
を
育
て

や
す
い
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
概
要
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の

充
実
・
安
全
対
策
、
生
み
・
育
て

や
す
い
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
）

を
検
討
す
る
た
め
、
庁
内
組
織
に

よ
る
美
馬
市
幼
保
一
元
化
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
協
議
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
岩
倉
保
育
園

で
４
歳
児
保
育
を
開
始
し
、
江
原

南
幼
稚
園
で
新
た
に
預
か
り
保
育

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

市
内
１７
の
幼
稚
園
３０
ク
ラ
ス
に

は
す
べ
て
正
規
職
員
３０
人
を
配
置

す
る
。
預
か
り
保
育
実
施
５
園
に

は
助
教
諭
８
人
、
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
５
園
に
支
援
担
当
助
教

諭
５
人
、
ま
た
江
原
南
幼
稚
園
に

専
任
園
長
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る
。

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
研
修
は
、
主

任
教
諭
・
園
長
補
佐
ク
ラ
ス
を
対

象
に
行
い
、
組
織
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
。
幼
稚
園
計
画
訪
問
は
、

幼
稚
園
に
お
け
る
適
切
な
公
務
の

執
行
と
指
導
技
術
の
充
実
を
図
る

も
の
で
あ
り
、
課
題
別
教
育
内
容

研
修
は
、
障
害
児
教
育
・
学
年

別
・
預
か
り
保
育
担
当
者
の
３
つ

の
研
修
を
通
じ
て
教
員
の
指
導
力

の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
情

報
通
信
技
術
の
活
用
で
は
、
教
育

内
容
指
導
方
法
の
工
夫
や
子
育
て

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。

登
下
校
中
の
安
全
を
確
保
す
る

笆
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
（
安
心

し
て
長
生
き
で
き
る
た
め
の
事
業

等
の
計
画
は
）

◎
行
政
改
革
推
進
委
員
会
、
補
助

金
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
に
つ

い
て

笳
平
成
１８
年
度
予
算
（
案
）
で
、

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か

（
答
　
弁
）

保
険
福
祉
部
長

笊
〔
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
述
（
同
件

で
答
弁
）〕

保
育
所
に
お
け
る
安
全
対
策
と

し
て
は
、
予
算
に
計
上
し
て
い
る

１
１
０
番
非
常
通
報
装
置
で
警
察

署
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
の

安
全
に
対
処
し
て
い
く
。
今
後
も

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
、
保
育
内
容
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
施
設
等
の
維
持
・
修

繕
に
つ
い
て
も
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
対
応
し
、
安
全
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

教
育
長

笊
幼
稚
園
施
設
の
充
実
で
は
、
主

に
脇
町
内
の
預
か
り
保
育
実
施
園

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
市
内
の
幼
稚
園
・
保

育
所
の
新
た
な
枠
組
み
の
あ
り
方

た
め
、
平
成
１８
年
度
は
美
馬
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
協
力
を
得

て
、
登
下
校
中
の
子
ど
も
を
見
守

っ
て
い
く
活
動
を
計
画
し
て
い

る
。
学
校
に
お
け
る
不
審
者
侵
入

対
策
に
つ
い
て
は
、
専
用
回
線
で

学
校
と
警
察
を
結
ぶ
１
１
０
番
非

常
通
報
装
置
を
市
内
の
全
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
に
配
備
す
る
。

保
険
福
祉
部
長

笆
事
業
計
画
作
成
委
員
会
か
ら
具

体
的
な
推
進
方
策
を
定
め
る
「
美

馬
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」（
案
）
の
答
申

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送

れ
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
通
所

型
介
護
予
防
事
業
、
地
域
介
護
予

防
活
動
支
援
事
業
、
家
族
介
護
支

援
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
等

の
実
施
、
ま
た
要
介
護
者
と
な
ら

な
い
た
め
の
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
設
置
な
ど
、
介
護
予
防

事
業
を
展
開
し
、
自
立
し
た
生
活

の
助
長
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

市
　
　
長

笳
ま
ず
、
補
助
金
検
討
委
員
会
に

は
必
要
性
・
公
益
性
及
び
適
切
性

が
確
保
さ
れ
、
市
民
の
自
主
的
な

活
動
を
支
援
す
る
枠
組
み
と
し
て
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補
助
金
交
付
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
と
い
う
立
場
で
提
言
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
内
容
を
精
査
し
、
平

成
１８
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い

て
、
前
年
度
既
計
上
額
か
ら
総
額

で
約
３
千
７
百
万
円
の
減
額
を
行

っ
た
。
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

１８
年
度
か
ら
補
助
金
交
付
要
綱
を

整
備
し
、
交
付
実
績
と
あ
わ
せ
て

市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
き
た
い
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の

答
申
で
は
、
美
馬
市
の
合
併
後
の

行
財
政
シ
ス
テ
ム
、
即
ち
、
仕
事

の
仕
方
の
仕
組
み
を
市
民
に
分
か

り
や
す
く
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

て
改
革
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
事
務
事
業
す
べ
て
に
つ
い
て

の
点
検
、
評
価
を
行
い
、
１８
年
度

当
初
予
算
で
も
歳
入
、
歳
出
の
面

で
反
映
さ
せ
て
い
る
。
今
後
は
、

事
務
事
業
評
価
制
度
の
導
入
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
中
心
に
、
事
務

事
業
全
般
に
わ
た
り
見
直
し
を
行

い
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
を
着

実
に
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
　
問
）

国
見
　
一
議
員

◎
拝
原
東
地
区
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て

笊
ゴ
ミ
処
理
と
築
堤
の
早
期
着
工
を

◎
旧
江
原
開
拓
占
用
地
払
い
下
げ

に
つ
い
て

笆
現
状
と
今
後
の
対
応
は

（
答
　
弁
）

市
　
　
長

笊
吉
野
川
の
築
堤
と
の
関
係
も
あ

り
、
早
急
な
検
討
と
取
り
組
み
が

必
要
。
河
川
区
域
内
に
あ
る
ゴ
ミ

の
全
量
撤
去
を
解
決
す
れ
ば
、
築

堤
に
着
工
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
美
馬
市
議
会
吉
野
川

改
修
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
国

土
交
通
省
に
対
し
要
望
活
動
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
平
成

１８
年
度
に
は
構
成
団
体
の
つ
る
ぎ

町
と
の
協
議
、
関
係
機
関
へ
補
助

制
度
の
創
設
等
の
働
き
か
け
を

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

笆
江
原
開
拓
用
地
は
、
昭
和
２７
年

に
２３
人
の
入
植
者
が
曽
江
谷
川
両

岸
と
吉
野
川
本
流
の
河
口
に
近
い

国
有
河
川
敷
を
含
め
て
の
荒
廃
地

を
国
営
代
行
開
拓
地
の
申
請
を

し
、
農
林
省
の
許
可
後
約
５
年
間

て
、
ど
の
よ
う
な
庁
舎
が
必
要
な

の
か
、
ま
た
現
在
の
庁
舎
や
そ
の

跡
地
の
利
活
用
な
ど
に
つ
い
て
協

議
す
る
た
め
、
平
成
１８
年
度
に

「
庁
舎
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

２
年
を
か
け
て
検
討
を
重
ね
、
市

民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が

ら
、
美
馬
市
に
と
っ
て
最
も
良
い

も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

保
険
福
祉
部
長

笆
前
述
（
同
件
で
答
弁
）

（
質
　
問
）

美
馬
静
夫
議
員

◎
木
屋
平
地
域
に
対
す
る
行
政
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

笊
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
（
あ
と

１
〜
２
年
で
高
齢
者
率
が
５０
％
を

超
え
る
現
実
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
の
か
）

笆
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
（
箇
所
箇
所

に
あ
る
消
火
栓
の
器
具
が
使
え
な

い
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
）

笳
予
算
削
減
に
対
す
る
取
り
組
み

〔
ふ
る
さ
と
林
道
の
休
止
の
理
由
、

再
会
の
メ
ド
は
あ
る
の
か
（
当
初

の
計
画
で
は
平
成
１９
年
度
で
終
了

の
予
定
で
あ
っ
た
）〕

笘
特
産
品
づ
く
り
に
つ
い
て

で
約
３０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
墾
を
行

い
、
既
に
一
部
は
関
係
者
に
払
い

下
げ
が
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、

３
か
所
（
約
３
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

に
つ
い
て
は
、
昭
和
３０
年
頃
か
ら

国
・
県
等
へ
の
再
三
に
わ
た
る
陳

情
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
払
い
下
げ

が
で
き
て
い
な
い
。
理
由
と
し
て
、

「
樫
ヶ
丘
北
側
周
辺
の
吉
野
川
堤
防

が
未
施
工
」「
阿
讃
商
会
東
付
近

は
築
堤
が
完
成
し
て
い
る
が
、
河

川
断
面
の
見
直
し
が
必
要
」「
曽

江
谷
川
左
岸
河
口
付
近
の
共
進
地

区
は
、
築
堤
は
完
成
し
て
い
る
が
、

一
部
県
道
バ
イ
パ
ス
予
定
地
が
あ

り
、
調
整
が
必
要
」
が
あ
る
。
入

植
者
の
苦
労
に
報
い
る
た
め
に

も
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
質
　
問
）

三
宅
仁
平
議
員

◎
美
馬
市
新
庁
舎
に
つ
い
て

笊
庁
舎
建
設
の
進
み
具
合
は

◎
医
療
免
除
に
つ
い
て

笆
子
ど
も
の
医
療
費
の
免
除
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
内
容
は

（
答
　
弁
）

企
画
総
務
部
長

笊
庁
舎
の
規
模
及
び
内
容
に
関
し

（
個
々
に
農
産
物
を
作
っ
て
は
い
る

が
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
）

（
答
　
弁
）

保
険
福
祉
部
長

笊
木
屋
平
地
域
の
高
齢
化
は
非
常

に
深
刻
な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
市
が
実
施
す
る

新
た
な
介
護
予
防
事
業
等
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
診
療
所
、
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
地
域
の
高
齢
者
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

企
画
総
務
部
長

笆
平
成
１８
年
３
月
１
日
現
在
、
市

内
の
１
５
７
の
自
治
会
で
自
主
防

災
組
織
の
説
明
会
、
訓
練
等
を
開

催
し
、
５３
の
自
治
会
か
ら
結
成
届

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
木
屋
平
地

域
で
は
同
月
中
に
す
べ
て
の
自
治

会
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
消
火

栓
等
を
含
め
た
防
災
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
今
後
優
先
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

木
屋
平
総
合
支
所
長

笳
木
屋
平
地
域
の
ふ
る
さ
と
林
道

は
、
平
成
１７
年
度
末
ま
で
に
１，

１
６
７
ｍ
を
開
設
し
供
用
開
始
予

定
で
あ
り
、
間
伐
事
業
等
の
林
業

振
興
に
は
影
響
が
少
な
い
と
の
考
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え
か
ら
休
止
と
し
た
。
今
後
、
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
早

期
の
事
業
再
開
に
向
け
、
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

経
済
部
長

笘
現
在
、
農
産
物
関
係
の
特
産
品

の
主
な
も
の
に
、
木
屋
平
の
有
機

ゆ
ず
ポ
ン
酢
、
穴
吹
の
は
っ
さ
く
、

味
噌
、
脇
町
の
ぶ
ど
う
、
焼
き
肉

の
タ
レ
、
美
馬
の
洋
人
参
な
ど
が

あ
る
。
今
後
は
、
新
た
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
デ
コ
ポ
ン
等
の

美
馬
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
開
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、
販
売
促
進
に

強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

平
成
１８
年
度
に
は
Ｊ
Ａ
美
馬
と
協

同
し
て
「
特
産
品
開
発
販
売
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
、

特
産
品
の
開
発
や
情
報
の
発
信
方

法
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
質
　
問
）

岡
　
仁
雄
議
員

◎
平
成
１８
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て
（
昨
年
１２
月
議
会
で
の
１８
年
度
予

算
編
成
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
で
）

笊
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
の
遊
休

資
産
の
処
分
は

笆
予
算
の
質
に
つ
い
て
は
縦
割
り
で

な
く
、
組
織
横
断
的
な
考
え
方
を
重

点
的
に
取
り
入
れ
、
重
点
的
、
効
果

的
、
創
造
的
な
予
算
に
進
化
さ
せ
た

い
と
答
弁
さ
れ
た
が

◎
穴
吹
町
の
県
営
ク
レ
ー
射
撃
場

の
土
壌
汚
染
対
策
に
つ
い
て

笳
市
の
対
応
状
況
は

（
答
　
弁
）

企
画
総
務
部
長

笊
将
来
に
わ
た
り
利
用
計
画
等
が

な
く
、
活
用
を
見
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
「
未
利
用
遊
休
地
」
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
売
却
処
分
を

行
う
こ
と
で
、
維
持
管
理
費
の
抑

制
と
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
民
間
で
の
活
用
に
よ
る
税

収
の
増
な
ど
新
た
な
効
果
を
も
期

待
で
き
る
。
処
分
可
能
な
遊
休
地

の
調
査
を
行
い
、
現
況
で
は
１３
か

所
を
把
握
し
て
い
る
。
条
件
整
備

を
進
め
、
そ
の
処
分
に
際
し
て
は

適
正
・
公
正
に
実
施
し
た
い
。

笆
平
成
１７
年
８
月
に
庁
内
１３
部

局
、
７４
項
目
に
つ
い
て
、
各
課
横

断
的
に
検
討
を
加
え
、
選
択
と
集

中
を
図
っ
て
き
た
。
平
成
１８
年
度

予
算
で
は
、
自
然
環
境
や
観
光
振

興
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
お
い
て
、

関
係
各
課
が
力
を
集
結
し
て
取
り

組
み
、
系
統
的
に
発
展
す
る
予
算

法
律
に
基
づ
き
地
域
審
議
会
を
設
立

さ
れ
て
い
る
が
、
同
委
員
会
と
ま
ち

お
こ
し
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
協

議
を
し
た
の
か

◎
市
政
報
告
会
に
つ
い
て

笳
本
年
２
月
中
頃
、
脇
町
清
水
地

区
で
住
民
を
集
め
た
市
長
の
後
援

会
と
か
市
政
報
告
会
と
い
う
名
目

で
会
合
を
開
い
た
と
の
噂
が
あ

る
。
そ
の
内
容
の
説
明
を
求
め
る

（
答
　
弁
）

企
画
総
務
部
長

笊
美
馬
市
の
総
合
計
画
が
作
成
さ

れ
る
ま
で
は
、
合
併
協
議
会
で
作

成
さ
れ
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
を
基
準
と
し
て
考
え
て
い
る
。

平
成
１８
年
度
策
定
予
定
の
「
美
馬

市
総
合
計
画
」
で
は
、
効
率
的
な

財
政
運
営
を
図
る
中
で
時
代
に
即

応
し
た
事
業
を
選
択
し
、「
共
創

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
希
望
と
誇
り
の
持
て
る
、
身

の
丈
に
あ
っ
た
計
画
を
作
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

笆
昨
年
１１
月
に
旧
町
村
ご
と
に
設

立
総
会
を
開
催
し
、「
新
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
や
美
馬
市
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
あ
と
、
委

員
各
位
か
ら
市
政
全
般
に
わ
た
り

意
見
や
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
今

編
成
を
行
っ
た
。

教
育
長

笳
平
成
１３
年
度
か
ら
場
外
へ
の
水

質
検
査
を
毎
年
実
施
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
３
つ
の
検
査
箇
所
か
ら

鉛
成
分
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い

が
、
将
来
的
な
環
境
問
題
の
発
生

も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境

調
査
の
た
め
平
成
１７
年
４
月
か
ら

休
場
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果

を
も
と
に
、
土
壌
洗
浄
処
理
工
法

（
土
の
置
換
え
）
を
選
定
し
、
平

成
１８
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
、

１
年
間
で
の
完
了
を
予
定
し
て
い

る
。
穴
吹
ク
レ
ー
射
撃
場
は
危
険

区
域
指
定
地
が
あ
り
、
当
初
か
ら

民
有
地
の
山
林
を
借
地
契
約
の
締

結
を
行
い
運
営
し
て
い
る
。
平
成

１７
年
度
で
借
地
契
約
の
期
限
が
切

れ
る
こ
と
か
ら
、
県
教
委
と
の
間

で
同
契
約
を
工
事
完
了
ま
で
期
間

延
長
す
る
旨
の
協
議
を
し
て
い
る
。

（
質
　
問
）

福
島
寛
一
議
員

◎
牧
田
市
長
の
市
政
方
針
に
つ
い
て

笊
市
長
は
美
馬
市
の
ま
ち
お
こ
し
に

つ
い
て
、
何
を
基
準
に
考
え
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
か

笆
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

後
は
、
美
馬
市
行
財
政
シ
ス
テ
ム

改
革
や
総
合
計
画
等
の
素
案
づ
く

り
に
地
域
審
議
会
の
意
見
や
提
言

を
で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
た
い
。

市
　
　
長

笳
あ
く
ま
で
も
後
援
会
主
催
の
会

合
に
出
席
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
質
　
問
）

前
田
明
美
議
員

◎
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

笊
牧
田
市
長
は
美
馬
市
を
ど
の
よ
う

に
運
営
し
た
い
の
か
。
考
え
方
が
ま

だ
見
え
て
こ
な
い
が

◎
美
馬
西
部
消
防
組
合
の
整
理
統

合
に
つ
い
て

笆
合
併
協
で
は
３
〜
５
年
で
統
合
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

（
答
　
弁
）

市
　
　
長

笊
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
の
１
年

間
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
基
本

方
針
の
策
定
、
補
助
金
の
適
正
化
、

情
報
公
開
制
度
の
制
定
、
自
主
防

災
組
織
の
結
成
等
、
行
政
運
営
の

基
礎
的
な
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

危
機
的
な
財
政
状
況
と
な
っ
た

今
、
美
馬
市
が
財
政
再
建
準
用
団

体
に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
舵
取
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り
を
す
る
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て

現
下
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
平
成
１８
年
度
か
ら
２０

年
度
ま
で
の
３
年
間
は
、
市
の
財

政
に
と
っ
て
一
番
苦
し
い
時
期
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。
１８
年
度
に

策
定
す
る
「
美
馬
市
総
合
計
画
」

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
美
馬
市
が
進

む
べ
き
目
標
を
定
め
て
い
き
た
い
。

消
防
長

笆
早
い
機
会
に
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
、
広
域
化
を
視
野
に
常

備
消
防
は
基
よ
り
、
非
常
備
消
防
、

消
防
施
設
等
、
消
防
の
機
能
及
び

組
織
全
般
に
わ
た
り
検
討
し
、
緊

急
時
に
対
処
で
き
る
消
防
体
制
を

確
立
し
、
市
民
の
安
全
確
保
を
盤

石
の
も
の
へ
と
考
え
て
い
る
。

（
質
　
問
）

阪
口
克
己
議
員

◎
美
馬
市
政
の
方
向
性
に
つ
い
て

笊
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
市
の
危
機

管
理
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
（
江

原
北
小
学
校
改
築
ほ
か
）

笆
合
併
条
件（
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
ほ
か
）

笳
情
報
通
信
（
デ
ジ
タ
ル
放
送
ケ
ー
ブ
ル

Ｔ
Ｖ
）

笘
経
費
の
削
減
（
行
財
政
改
革
基
本

方
針
ほ
か
）

（
答
　
弁
）

教
育
長

笊
学
校
は
児
童
生
徒
の
学
習
・
生

活
の
場
で
あ
る
が
、
地
震
等
非
常

時
に
は
応
急
避
難
所
機
能
を
併
せ

持
つ
施
設
と
な
り
重
要
で
あ
る
。

児
童
生
徒
の
か
け
が
え
の
な
い
命

を
巨
大
地
震
か
ら
守
る
た
め
、
平

成
１７
年
度
か
ら
順
次
学
校
の
耐
震

化
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
の
計
画
等
は
平
成
１８
年
度
策

定
の
「
美
馬
市
教
育
振
興
計
画
」

等
も
考
慮
し
な
が
ら
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
。

笳
地
域
情
報
化
の
推
進
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
た
地
域
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ

り
、
情
報
伝
達
手
段
の
一
元
化
や

情
報
通
信
格
差
の
解
消
な
ど
、
幅

広
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
シ
ス

テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

１８
年
度
か
ら
３
年
を
か
け
、
地
域

情
報
化
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
実
施
設
計
、

工
事
施
工
を
行
う
予
定
。
地
上
波

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
は
、
平
成
２３

年
７
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
完

全
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

処
と
し
て
は
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
放
送
が

最
も
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。

笘
先
ご
ろ
行
政
改
革
推
進
委
員
会

か
ら
い
た
だ
い
た
美
馬
市
行
財
政

シ
ス
テ
ム
改
革
に
つ
い
て
の
答
申

を
基
に
、
実
施
事
項
、
実
施
時
期
、

目
標
値
等
の
具
体
的
な
方
策
を
盛

り
込
ん
だ
実
施
計
画
を
現
在
作
成

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
組
織
・

機
構
、
人
員
削
減
の
問
題
も
あ
り
、

の
中
で
調
査
検
討
す
る
。

江
原
北
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
の
高
い
耐
震
補
強
事
業
と

の
優
先
度
を
ど
う
す
る
か
の
検
討

と
、
小
規
模
校
区
で
児
童
数
が
減

少
し
て
い
る
た
め
、
市
全
体
と
し

て
学
校
の
再
編
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。「
美
馬
市
教
育
振
興
計

画
」
と
「
美
馬
市
総
合
計
画
」
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
迅
速
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
平
成

１８
年
度
は
実
施
設
計
に
至
る
前
段

階
と
し
て
基
本
設
計

委
託
料
を
計
上
し

た
。企

画
総
務
部
長

笆
合
併
協
議
会
の
中

で
市
町
村
建
設
計
画

と
し
て
作
成
さ
れ
た

「
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
は
、
合
併
し

た
市
町
村
が
速
や
か

に
一
体
と
な
る
よ

う
、
ま
た
均
衡
あ
る

発
展
に
資
す
る
よ
う

配
慮
し
た
も
の
で
あ

る
。
平
成
１８
年
度
に

策
定
予
定
の
「
美
馬

市
総
合
計
画
」
の
中

に
社
会
情
勢
の
変
化

今
後
十
分
な
検
討
を
し
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
公
表
し
た
い
。

（
質
　
問
）

蔭
山
泰
章
議
員

◎
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

笊
行
財
政
改
革
の
実
施
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

（
答
　
弁
）

市
　
　
長

笊
美
馬
市
の
財
政
が
こ
の
ま
ま
い

く
と
、
赤
字
財
政
再
建
準
用
団
体

に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を

避
け
る
た
め
に
も
、
行
政
改
革
は

絶
対
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
り
、
今
回
人
件
費
の
カ
ッ

ト
を
実
施
し
た
。
美
馬
市
の
将
来

を
語
る
前
段
の
問
題
に
見
通
し
を

立
て
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
財
政

改
革
の
実
施
計
画
を
作
成
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
公
共
料
金
の
統
一
、

特
に
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
旧

町
村
単
位
で
料
金
が
違
い
、
早
く

統
一
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
一
部
事
務
組
合
の
問
題
に
つ

い
て
も
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ

り
、
消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て
も

統
合
・
整
理
の
方
針
等
、
一
つ
ひ

と
つ
解
決
し
て
ま
い
り
た
い
。



広報みま２００６（平成１８）年４月号 8

美馬市議会議員一般選挙投票日は 
平成18年4月23日豸 

美馬市議会議員一般選挙投票日は 
平成18年4月23日豸 

投　票　区　名 投票所の設置場所 投　票　時　間 
西 村  
竹 ノ 内  
八 幡  
沼 田  
中 野（ 美 馬 ） 
東 原  
野 田 ノ 井  
喜 来  
中 山 路  
宗 重 西 部  
宗 重 東 部  
芝 坂  
切 久 保  
正 部  
拝 原  
曽 江  
落 合  
清 水  
御 所 野  
金 川  
脇 町  
猪 尻  
北 庄  
岩 倉  
木 ノ 内  
中 野（ 脇 町 ） 
平 帽 子  
芋 穴  
川 原 柴  
大 谷  

美馬教育集会所 
竹ノ内公会堂 
重清西小学校 
美馬高齢者センター 
重清西小学校中野分校 
重清東小学校 
重清北小学校 
喜来小学校 
安楽寺 
郡里小学校 
宗重公会堂 
芝坂小学校 
切久保小学校 
昭和集会所 
江原南小学校 
江原中学校 
江原北幼稚園 
清水生活改善センター 
御所野集会所 
江原東小学校 
脇町福祉センター 
脇町公民館猪尻分館 
脇町中学校 
岩倉小学校 
美馬地区広域住民センター 
中野（脇町）集会所 
平帽子小学校 
芋穴小学校 
中ノ谷集会所 
大谷小学校 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後6時 
午前7時～午後8時 
午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  

美
　
　
　
　
馬 第  

　
一  
　
選
　
　
挙
　
　
区 脇

　
　
　
　
町 

投票できる人  

投票所の設置場所と投票時間  

　美馬市議会議員一般選挙は、４月１６日豸告示、４月２３日豸に市内の５０投票所で投票。同日午後９時１５分から市
内の２か所で開票します。 
　この選挙は、明るく住みよいまちづくりに力を注いでくれる代表者を直接選ぶ大切な選挙です。１票の重さを自覚
して、自らの意志で、棄権することなく投票しましょう。 

　次の要件を満たし、美馬市の選挙人名簿に登録されている人 
　　蘆昭和６１年４月２４日以前に生まれた人 
　　蘆平成１７年１月１５日以前に転入届をし、引き続き市内に３か月以上住んでいる人 
　　蘆投票（当日投票又は期日前投票）するまでに市外に転出された人は投票できません。 

〔問い合わせ先〕  美馬市選挙管理委員会事務局（市総務課内）蕁炙1212
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期日前投票  

不在者投票・郵便投票  

開票所の設置場所と開票開始時刻  

　選挙日に正当な事由により投票に行くことができない人は、下表の投票所で期日前投票をすることができます。 

○期日前投票の期間　平成18年4月17日豺～4月22日貍　午前8時30分～午後8時 

○不在者投票所の設置場所　美馬市保健センター健康指導室、木屋平老人福祉センター集会運動指導室 

蘆病院等に入院されている人は、不在者投票ができる指定病院等であれば、病院等で不在者投票ができます。
早めに病院長に申し出てください。 
蘆身体障害者または介護保険上の要介護者で郵便投票証明書の交付を受けている人は、郵便投票ができます。 

樫原集会所 
三ツ木集会所 
消防団南張詰所 
木屋平総合支所 
八幡集会所 
木屋平公民館 
川上集会所 
太合集会所 

午前7時～午後6時 

木
　
屋
　
平 

第  

二  

選  

挙  

区 

三島会館 
穴吹林業総合センター 
小島公会堂 
穴吹農村環境改善センター 
穴吹スポーツセンター 
初草幼稚園 
中野（穴吹）集会所 
渕名小学校 
宮内幼稚園 
大内集会所 
半平幼稚園 
古宮生活改善センター 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後7時 

午前7時～午後8時 

午前7時～午後6時 

投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  

穴

吹

 

第
　
一
　
選
　
挙
　
区 

 

（美馬市産業センター図書室） 

（脇町庁舎地下東会議室） 

（美馬市保健センター健康指導室） 

（木屋平老人福祉センター集会運動指導室） 

投票のできる選挙人の範囲 

美馬町に住所を有する有権者 

脇町に住所を有する有権者 

穴吹町に住所を有する有権者 

木屋平に住所を有する有権者 

開票所の設置場所 

美馬市多目的体育館（うだつアリーナ） 

穴吹農村環境改善センター 

開票区名 

美馬市一区開票区（選挙会） 

美馬市二区開票区（選挙会） 

選挙区 

第一選挙区 

第二選挙区 

開票開始時刻 

午後9時15分 

午後9時15分 

期日前投票所の設置場所 

美馬町期日前投票所 

脇町期日前投票所 

穴吹町期日前投票所 

木屋平期日前投票所 

舞 中 島  
三 谷  
小 島  
穴 吹 北  
穴 吹 南  
初 草  
中 野（ 穴 吹 ） 
渕 名  
宮 内  
大 内  
半 平  
古 宮  

投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  
投 票 区  

第 1  
第 2  
第 3  
第 4  
第 5  
第 6  
第 7  
第 8

投　票　区　名 投票所の設置場所 投　票　時　間 

投　票　区　名 投票所の設置場所 投　票　時　間 
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３
月
議
会
定
例
会
で
、
平
成
１８
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
で
、
地
方
交
付
税
が
減
額
見
込
み
と
な
る
こ
と
や
、
財
政
調
整
基

金
等
の
積
立
基
金
の
減
少
に
伴
い
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
で
の
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
１
５
７
億
１，
６
２
９
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１１
億
５，
６
３

７
万
円
、
率
に
し
て
６
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
特
別
職
及
び
職
員
の
人
件
費
削

減
、
施
設
管
理
委
託
料
な
ど
経
常
的
な
物
件
費
の
減
額
、
加
え
て
補
助
費
に
お
け
る
一
部
事
務
組

合
負
担
金
の
減
及
び
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
、
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
に
お
い
て

継
続
事
業
に
限
ら
ず
休
止
を
含
め
た
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
限
ら
れ
た
財
源
は
、
主
な
事
業
と
し
て
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
や
少
子
化
対
策

な
ど
に
重
点
配
分
さ
れ
ま
し
た
。（
１２
ペ
ー
ジ
参
照
）。

グラフ① 

歳　入 

市債 
12億5,800万円 
（8.0％） 

繰入金 
5億5,608万7千円 
（3.5％） 

その他〔分担金及び負担金、 
使用料及び手数料、財産収入、 
寄附金、繰越金、諸収入〕 
5億9,162万2千円（3.8％） 

市税 
23億9,995万5千円 
（15.3％） 

地方交付税 
74億5千万円 
（47.4％） 

国庫支出金 
12億8,858万1千円 
（8.2％） 

県支出金 
11億1,616万3千円 
（7.1％） 

自主財源 
35億4,766万4千円 
（22.6％） 

依存財源 
121億6,862万6千円 
（77.4％） 

市税 
23億9,995万5千円 
（15.3％） 

地方交付税 
74億5千万円 
（47.4％） 

国庫支出金 
12億8,858万1千円 
（8.2％） 

県支出金 
11億1,616万3千円 
（7.1％） 

自主財源 
35億4,766万4千円 
（22.6％） 

依存財源 
121億6,862万6千円 
（77.4％） 

地方譲与税及び各種交付金 
10億5,588万2千円 
（6.7％） 

一般会計予算
157億1,629万円

市
税
と
そ
の
他
の
部
分
、
繰
入
金
か
ら
な
る
自
主
財

源
は
、
歳
入
全
体
の
２２
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
市
税
は
前
年
度
と
比
べ
２
・
３
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
う
ち
、
歳
入
総
額
の
約
半
分
を
占
め
る

地
方
交
付
税
は
、
国
の
交
付
総
額
を
勘
案
し
、
前
年
度

よ
り
６
・
５
％
の
減
。
国
庫
支
出
金
は
、
教
育
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
導
入
等
に
か
か
る
合
併
補
助
金
及
び
児
童
扶

養
手
当
負
担
金
の
減
額
等
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

１５
・
８
％
の
減
。
一
方
、
地
方
譲
与
税
は
三
位
一
体
関
連

の
税
源
移
譲
に
伴
う
所
得
譲
与
税
の
増
と
、
児
童
扶
養

手
当
給
付
費
負
担
金
等
が
一
般
財
源
化
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
前
年
度
よ
り
２２
・
１
％
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
市
債
は
、
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
の
実

施
な
ど
で
、
前
年
度
よ
り
７
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。 歳

　
入
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）

平
成
１８
年
度

市
民
と
と
も
に

「
共
創
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

当
初
予
算
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ま
　
と
　
め

厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
る
中
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制
を
図
る
う
え
で
、

あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
行
政
と
市
民
が
痛
み
を
分
か
ち
合
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
無
料
で
あ
っ
た
７０
歳
以
上
の
各
種
健
診

（
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
基
本
健
康
診
査
等
）
に
お
け
る
個
人
負
担
金
を
有
料
化
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
市
税
に
つ
い
て
は
、
市
民
負
担
の
公
平
を
図
る
上
か
ら
も
、
今
年
度
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
徴
収
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

歳
出
面
で
は
、
職
員
等
の
給
与
を
削
減
。
具
体
的
に
は
、
市
長
が
１５
％
、
助
役
、
収
入

役
、
教
育
長
が
１０
％
、
一
般
職
員
は
５
％
を
そ
れ
ぞ
れ
カ
ッ
ト
。
管
理
職
手
当
に
つ
い
て

も
一
律
２
％
引
き
下
げ
、
合
計
で
年
間
約
１
億
８
千
８
百
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
支
給
し
て
い
た
敬
老
年
金
を
敬
老
祝
金
に
改
め
、
喜
寿

や
米
寿
な
ど
の
節
目
を
迎
え
た
高
齢
者
だ
け
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
行
政
改
革
の
基
本
方
針
と
実
施
計
画
を
策
定
。
こ
れ
ら
を
基
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

グラフ② グラフ③ 

総務費 
18億6,819万円 
（11.9％） 

衛生費 
16億9,717万4千円 
（10.8％） 

民生費 
42億4,080万3千円 
（27.0％） 

消防費 
7億2,951万2千円 
（4.7％） 

教育費 
17億233万6千円 
（10.8％） 

公債費 
29億3,270万4千円 
（18.7％） 

議会費 
1億6,345万1千円 
（1.0％） 

農林水産業費 
12億9,095万5千円 
（8.2％） 

商工費 
1億9,435万6千円 
（1.2％） 

普通建設事業費 
14億4,215万7千円 
（9.2％） 

災害復旧事業費 
767万円 
（0.0％） 

繰出金 
12億8,098万9千円 
（8.2％） 

人件費 
43億531万1千円 
（27.4％） 

扶助費 
19億1,707万7千円 
（12.2％） 

物件費 
15億4,364万円 
（9.8％） 

補助費等 
21億6,275万7千円 
（13.8％） 

公債費 
29億3,270万4千円 
（18.7％） 

人件費 
43億531万1千円 
（27.4％） 

扶助費 
19億1,707万7千円 
（12.2％） 

物件費 
15億4,364万円 
（9.8％） 

補助費等 
21億6,275万7千円 
（13.8％） 

公債費 
29億3,270万4千円 
（18.7％） 

土木費 
8億6,232万6千円 
（5.5％） 

総務費 
18億6,819万円 
（11.9％） 

衛生費 
16億9,717万4千円 
（10.8％） 

民生費 
42億4,080万3千円 
（27.0％） 

消防費 
7億2,951万2千円 
（4.7％） 

教育費 
17億233万6千円 
（10.8％） 

公債費 
29億3,270万4千円 
（18.7％） 

その他〔労働費、災害復旧費、 
諸支出金、予備費〕 
3,448万3千円（0.2％） 

その他〔維持補修費、積立金、 
投資及び出資・貸付金、予備費〕 
1億2,398万5千円（0.7％） 

義務的経費 
91億5,509万2千円 
（58.3％） 

その他の経費 
51億1,137万1千円 
（32.5％） 

投資的経費 
14億4,982万7千円（9.2％） 

歳　出 
（目的別） 

歳　出 
（性質別） 

歳
出
の
内
訳
を
目
的
別
（
グ
ラ
フ
②
）
と
性
質
別
（
グ
ラ
フ
③
）
で
表
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
に
見
る
と
、
少
子
化
対
策
事
業
に
お
け
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
経

費
等
を
計
上
し
た
民
生
費
が
全
体
の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
前
年
度
よ
り
６
・
３
％
の
減
）。

次
に
多
い
公
債
費
は
、
前
年
度
よ
り
０
・
７
％
の
減
。
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業
費
、
危
機

管
理
費
等
を
重
点
的
に
計
上
し
た
総
務
費
は
、前
年
度
に
比
べ
５
・
２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
と
扶
助
費
、
公
債
費
を
合
わ
せ
た
義
務
的
経
費
が
歳
出
全
体
の

６
割
近
く
を
占
め
、
前
年
度
よ
り
５
・
３
％
の
減
。
こ
れ
は
、
主
に
職
員
の
退
職
や
特
別
職
及

び
職
員
の
人
件
費
を
削
減
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
投
資
的
経
費
に
お
け
る
普
通
建
設
事

業
の
補
助
事
業
費
は
、
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
事
業
の
減
額
等
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

７
・
４
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
出
（
グ
ラ
フ
②
、
③
参
照
）
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市
の
予
算
に
は
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、
特
定
の
財
源

を
も
っ
て
支
出
に
あ
て
る
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、

企
業
的
な
事
業
を
行
う
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
）
③
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
充
実
（
脇

町
児
童
ク
ラ
ブ
に
加
え
、
新
た
に
三
島

児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
ま
す
）
④
預
か

り
保
育
事
業
の
充
実
（
脇
町
、
喜
来
、

重
清
東
、
穴
吹
の
各
幼
稚
園
に
加
え
、
新

た
に
江
原
南
幼
稚
園
で
実
施
し
ま
す
）。

●
プ
ラ
ス
ワ
ン
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
　

１，
０
５
０
万
円

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
と
「
美
馬

市
に
誇
り
を
持
ち
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
的
に
、
市
内
全
小
・

中
学
校
か
ら
提
案
さ
れ
た
企
画
の
中
か

ら
選
定
。
脇
町
中
学
校
、
三
島
小
学
校
、

喜
来
小
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

●
教
育
施
設
整
備
事
業

３，
０
４
５
万
円

美
馬
中
学
校
の
耐
震
補
強
と
改
築
に

か
か
る
実
施
設
計
。

●
1
1
0
番
非
常
通
報
装
置
設
置
事
業

８
４
８
万
円

す
で
に
同
装
置
を
設
置
し
て
い
る
2

保
育
所
を
除
く
市
内
の
全
47
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
に
設
置
し
ま
す
。

平
成
１８
年
度

一
般
会
計

主
な
事
業

平
成
１８
年
度

特
別
会
計
・
企
業
会
計
当
初
予
算

予　算　額 

3,788万2千円 

29億5,758万7千円 

2億4,105万円 

37億9,112万円 

26億4,547万2千円 

7,424万7千円 

5億2,129万2千円 

2億8,709万6千円 

5,781万9千円 

553万4千円 

4億6,861万1千円 

110億8,771万円 

会　　　　計　　　　名 

住宅新築資金等貸付事業特別会計 

国民健康保険特別会計
 

 

老人保健特別会計 

介護保険特別会計
 

 

公共下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

美馬温泉保養センター事業特別会計 

一の森ヒュッテ事業特別会計 

簡易水道事業特別会計 

計 

特 別 会 計 

企 業 会 計 

 

 

事 業 勘 定  

直 診 勘 定  

 

保 険 勘 定  

サービス勘定 

予　算　額 

6億1,645万7千円 

2億7,930万4千円 

8億9,576万1千円 

会　　　　計　　　　名 

水道事業会計
 

 

計 

 

収 益 的 支 出  

資 本 的 支 出  

※代替バス事業特別会計は一般会計に統合されました。 

●
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

８，
４
０
０
万
円

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ど

今
後
の
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、

「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
」
・
「
加
入
者
系

ア
ク
セ
ス
網
」
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
行
い
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使

っ
た
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
、

市
内
を
統
一
し
た
効
率
的
で
、
将
来
的
に

拡
張
性
と
柔
軟
性
を
持
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

●
危
機
管
理
対
策
事
業

１，

３
７
２
万
４
千
円

東
南
海
・
南
海
地
震
や
台
風
な
ど
の

自
然
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
組
織
の

育
成
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難
所

の
位
置
な
ど
を
示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
事
業１，

１
１
８
万
７
千
円

①
市
内
の
５
保
育
所
で
０
歳
児
の
受

け
入
れ
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
開
設
（
育
児
援
助
の
希
望
者
と

提
供
者
を
調
整
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ



美馬市基本構想に関する市民意識調査結果
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先ごろ実施した「美馬市基本構想に関する市民意識調査」では、住民の皆さんから多くのご回答をいただ

き、ありがとうございました。また、自治会長各位には調査票の配布・回収にご協力いただくなど、大変お

世話になりました。

このたび、集計結果がまとまりましたので、その一部を報告します。

【実施概要】
〈目　　的〉美馬市総合計画（基本構想）を策定するにあたり、市民の皆さんの意識やまちづくりに関する意

見を伺い、計画の内容に反映させる。

〈調査対象〉市内の全世帯（各世帯の代表者１人が回答）

〈調査実施期間〉平成１８年１月下旬～２月中旬

〈配布総数と回収率〉配布総数：１２,３８１枚、回収数：８,７１１枚、回収率：７０.４％

1. とても愛着を感じている 

2. どちらかというと愛着を感じている 

3. どちらともいえない 

4. あまり愛着を感じていない 

5. 愛着を感じていない 

無回答 

6. 学校教育や子育て支援の充実 

7. 消防・防災・防犯対策 

問  美馬市への愛着は？ 

問  市政に特に力を入れてほしいことは？ 

問  少子化対策として国に望む施策は？ 

問  様々な問題に市と市民が協力して取組んでいると思いますか？ 

問  自立したまちづくりを進めるための方策は？ 

問  少子化対策として市に望む施策は？ 

29.1％ 

5.8％ 21.5％ 

14.3％ 

5.9％ 

5.2％ 

1.4％ 

1.3％ 

6.5％ 

15.6％ 

28.3％ 

13.0％ 

12.8％ 

14.0％ 

18.4％ 

11.1％ 

7.9％ 

12.1％ 

3.3％ 

1.6％ 

34.1％ 

22.2％ 

7.6％ 

3.5％ 

3.5％ 

1. そう思う 

2. どちらかといえばそう思う 

3. どちらともいえない 

4. どちらかといえばそう思わない 

5. そう思わない 

6. わからない 

無回答 

1. 市の仕事、組織の合理化や効率化 

2. 市の収入が増加するような努力 

3. 市の各種公共事業の削減 

4. 市民、ボランティア、各団体等との協働 

5. 市の業務の一部を民間委託する 

6. 市の人件費の削減 

7. 市職員の資質の向上 

8. 市民の負担の増加 

9. その他 

2.2％ 

9.0％ 

31.8％ 

7.8％ 

8.9％ 

33.6％ 

3.6％ 

3.1％ 

1. 若者定住団地などの宅地、住宅の整備 

2. 子育てしながら安心して働ける託児施設の整備 

3. 学童保育の充実 

4. 延長保育、一時保育などの充実 

5. 若い人が定住するための雇用の充実、企業の誘致 

6. 出産祝い金の支給 

7. ファミリーサポートセンターの整備 

8. その他 

12.3％ 

20.3％ 

28.4％ 

14.6％ 

11.2％ 

4.1％ 

9.1％ 

0
（％） 

10 20 30 40

0
（％） 

5 10 15 20

0
（％） 

5 10 15 20 25 30

0
（％） 

5 10 15 20 25 30

0
（％） 

10 20 30 40

1. コミュニティ活動（地域活動）への支援 

2. 道路・河川・公園・緑地の整備 

3. 上下水道・排水処理施設等の生活環境の整備 
 

4. 保健・医療施設および体制の整備・充実 

5. 高齢者福祉および障害者福祉の充実 

9. 文化の振興および生涯学習の推進 

8. 産業振興や雇用対策および観光資源の充実 

10. その他 

1. 出産費用の無料化 

2. 児童手当の拡充 

3. 乳幼児医療費の助成の拡充 

4. 出産後の再就職支援 

5. 幼稚園・高等学校の教育費の無料化 

6. 育児休業の取得年数の拡充および取得の義務化 

7. その他 

18.7％ 

22.3％ 

10.7％ 

17.9％ 

16.8％ 

3.2％ 

10.4％ 

0
（％） 

5 10 15 20 25

※詳細については、市の公式ホームページに掲載する予定です。



美馬市の行政組織が一部変わりました

効率的で効果的な事務事業の遂行を図るため、平成１８年４月１日から市の行政組織が一部改正されまし

た。これに伴い、市役所の各庁舎内で部・課等の新設や配置換えが行われましたのでお知らせします。庁舎

内の配置図については、大幅に変更のあった穴吹庁舎と脇町庁舎を次ページに掲載しています。

なお、市の組織全体の機構図・配置図及び各課等の業務については、市の公式ホームページに掲載してい

ますので、ご覧ください。

穴吹庁舎（配置図漓参照）

企画総務部内に新たに人事課、財政課、総合計画推進室、危機管理課、税務課が配置されました。ま

た、市民環境部を新設し、同部内に市民課、人権室、ふるさと振興課を配置しました。

健康課は穴吹庁舎（保健センター）に残りますが、保険福祉部の所管となりました。

穴吹庁舎の総合窓口課は廃止となったため、同庁舎における窓口事務は市民課が行います。

税務部門が穴吹庁舎へ

脇町庁舎の課税課と収納課が統一され税務課となり、穴吹庁舎へ移転。企画総務部所管となりました。

◎各種証明書（所得証明、納税証明、評価証明等）の発行、125襁までのバイクと小型特殊自動車の登録、

廃車、名義変更などの申請受付、納付書の再発行等は、脇町庁舎総合窓口課でも引き続いて行っています

が、市県民税、国民健康保険税の申告、納税相談、課税内容の確認等は、穴吹庁舎税務課で行っています。

◎介護保険料の賦課、徴収については保険福祉部の高齢・介護保険課（脇町庁舎）が担当することになりま

した。

住民の皆さんにはご迷惑をお掛けしますが、ご理解、ご協力をお願いします。

脇町庁舎（配置図滷参照）

建設部内に新たに住宅管理室、下水道課が配置されました。

下水道部門が脇町庁舎へ

穴吹庁舎の環境・下水道課から下水道部門が脇町庁舎へ移転。建設部所管の下水道課になりました。

美馬庁舎

教育委員会内に美馬市教育研究所が配置されました。

木屋平総合支所

これまでの５課が、企画総務課（蕁煥２１１２）、福祉環境課（蕁煥２１１３）、経済建設課（蕁煥２７１５）

の３課に統合されました。
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美馬市の行政組織が一部変わりました
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収入役 
会計課 

正面玄関 

助役室 市長室 

ト
イ
レ 

［市民環境部］ 
市民課 
人権室 

ふるさと振興課 
［企画総務部］ 
秘書広報課 

［企画総務部］ 

総務課 
財政課 
 

人事課 
総合計画推進室 

 
税務課 

◎美馬市役所（穴吹庁舎） 1階 ◎美馬市役所（穴吹庁舎） 2階 

［企画総務部］ 
契約管財課 

［企画総務部］ 
危機管理課 

階段 

階段 

ト
イ
レ 

和小 
会議室 エ

レ 

ベ
ー
タ
ー 

中　庭 

図書館 

配置図漓 

配置図滷 

人事課 

危機管理課 

電 話 番 号 課　等　名 

炙8057

財政課 炙8011

炙1677

総合計画推進室 炙8002

税務課 
炙5602

炙5603

ふるさと振興課 炙8009

新設された課等の電話番号 

◎美馬市  脇町庁舎  1階 

ト
イ
レ 階段 

［建設部］ 
監理課 

［建設部］ 
下水道課 

［建設部］ 
用地課 

階段 

階
段 

階段 

階段 

トイレ 

大会議室 

会議室 

会議室 

◎美馬市  脇町庁舎  2階 

トイレ トイレ 

トイレ 

トイレ 

階段 

相談室 

相
談
室 

階段 

［福祉事務所］ 
生活福祉課 

高齢・介護保険課 

［保険福祉部］ 
保険年金課 

［福祉事務所］ 
児童・障害福祉課 
［市民環境部］ 
総合窓口課 

会計課 分室 

社会福祉 
協議会 

階段 

階段 

［建設部］ 
建設課 
住宅管理室 

閲覧 
事務室 

正面 
玄関 

住宅管理室 

下水道課 

電 話 番 号 課　等　名 

炙5612

炙8030

新設された課等の電話番号 



広報みま２００６（平成１８）年４月号 16

美
馬
市
職
員
組
織
一
覧

〔
平
成
１８
年
４
月
１
日
現
在
〕

市
　
長

牧
田
　
　
久

助
　
役

河
野
　
尚
二

収
入
役

松
尾
　
正
俊

局
　
長

青
木
　
市
夫

次
　
長

岩
崎
　
良
子

次
長
補
佐

小
野
　
洋
介

主
任
書
記

長
江
　
浩
司

局
　
長

赤
松
由
紀
子

書
　
記

荒
岡
　
克
司

部
　
長

清
水
　
英
範

理
　
事

新
井
榮
之
資

次
長（
人
事
課
長
事
務
取
扱
）

逢
坂
　
章
人

◇
総
務
課

課
　
長

西
前
　
清
美

企
画
監

大
西
　
和
賀

課
長
補
佐

藤
原
　
正
人

課
長
補
佐

山
根
　
和
美

事
務
主
任

大
泉
　
勝
嗣

技
　
師

前
田
　
哲
也

◇
人
事
課

課
長
補
佐

緒
方
　
利
春

課
長
補
佐

藤
岡
　
一
雄

事
務
主
任

住
友
　
礼
子

主
　
事

西
岡
　
英
樹

主
　
事

藤
原
由
美
子

主
　
事

吉
田
　
正
孝

事
務
主
任
（
県
派
遣
）

吉
本
　
宏
紀

主
事（
徳
島
滞
納
整
理
機
構
派
遣
）

山
口
　
明
大

主
事（
県
西
部
総
合
県
民
局
派
遣
）

逢
坂
　
　
肇

◇
危
機
管
理
課

課
　
長

斉
藤
　
敏
正

事
務
主
任

藤
本
　
仁
司

事
務
主
任

藤
本
　
卓
志

主
　
事

青
山
　
憲
司

◇
総
合
計
画
推
進
室

室
　
長

佐
藤
　
健
二

室
長
補
佐

中
川
　
貴
志

事
務
主
任

山
田
富
久
治

技
　
師

宮
浦
　
瑞
恵

◇
財
政
課

課
　
長

加
美
　
一
成

課
長
補
佐

平
井
　
佳
史

事
務
主
任

西
野
　
佳
久

主
　
事

小
倉
　
　
進

◇
秘
書
広
報
課

課
　
長

松
浦
　
真
勝

課
長
補
佐

藤
岡
　
博
子

主
　
事

田
所
　
　
勉

主
　
事

増
田
　
智
子

主
　
事

原
　
　
健
二

主
　
事

切
上
　
明
彦

美
馬
市
役
所

（
穴
吹
庁
舎
）

企
画
総
務
部

議
会
事
務
局

監
査
事
務
局

◇
情
報
電
算
課

課
　
長

伊
東
　
英
二

課
長
補
佐

上
谷
　
敏
也

事
務
主
任

藤
田
　
伸
次

主
　
事

宇
山
　
修
介

◇
契
約
管
財
課

課
　
長

武
田
　
李
三

課
長
補
佐

川
口
　
種
満

事
務
主
任

大
岩
　
　
通

主
　
事

佐
藤
真
紀
子

主
　
事

中
川
　
孝
文

◇
税
務
課

課
税
担
当

課
　
長

井
上
　
淳
一

主
　
幹

田
邊
　
正
枝

主
　
幹

正
木
　
雄
司

課
長
補
佐

佐
伯
　
富
子

課
長
補
佐

向
井
　
洋
子

課
長
補
佐

奧
　
　
貴
夫

課
長
補
佐

岡
　
　
建
樹

事
務
主
任

近
藤
　
悦
子

事
務
主
任

鴻
池
　
正
彦

主
　
事

和
田
　
啓
明

主
　
事

林
　
　
暁
美

主
　
事

前
田
　
年
彦

主
　
事

渡
邊
　
晴
樹

資
産
担
当

企
画
監

福
島
　
　
恵

主
　
幹

西
村
　
芳
樹

主
　
幹

大
石
　
雅
生

課
長
補
佐

佐
古
　
義
雄

課
長
補
佐

川
田
喜
美
夫

事
務
主
任

新
居
　
裕
康

主
　
事

関
　
　
和
也

主
　
事

藤
澤
　
浩
二

主
　
事

西
岡
健
二
郎

主
　
事

西
岡
　
一
也

収
納
担
当

事
務
主
任

逢
坂
　
雅
史

主
　
事

山
口
　
慶
子

主
　
事

原
田
　
慶
子

主
　
事

小
畠
　
友
和

◇
健
康
課

課
　
長

外
山
　
博
文

企
画
監

阪
本
　
眞
弓

課
長
補
佐

藤
村
　
和
子

課
長
補
佐

西
峯
　
満
子

課
長
補
佐

谷
　
　
伴
子

主
任
保
健
師

佐
藤
　
里
美

主
任
保
健
師

大
垣
　
安
代

主
任
保
健
師

前
田
実
知
代

看
護
師

藤
井
　
美
恵

看
護
師

川
田
　
静
江

保
健
師

花
岡
　
三
子

保
健
師

藤
重
　
り
さ

保
健
師

友
信
　
博
美

管
理
栄
養
士

大
塚
　
優
子

管
理
栄
養
士

西
村
三
千
代

保
健
師

長
江
　
美
紀

保
健
師

藤
川
あ
ゆ
み

◇
会
計
課

課
　
長

西
村
　
　
宰

主
　
事

高
尾
　
寿
美

主
　
事

井
口
　
勝
美

主
　
事

浅
野
ゆ
か
り

部
　
長

大
垣
賢
次
郎

次
　
長

向
井
　
二
夫

次
　
長

宮
武
　
崇
氏

企
画
監

小
笠
　
隆
司

主
　
幹

佐
藤
　
公
昭

課
長
補
佐

荒
岡
　
　
修

課
長
補
佐

松
岡
　
順
子

事
務
主
任

南
　
　
佳
幸

主
　
事

大
塚
　
敏
宏

主
　
事

大
島
　
康
作

主
　
事

金
原
　
永
茂

部
　
長

西
川
　
行
正

理
　
事

武
田
　
喜
善

次
長（
市
民
課
長
事
務
取
扱
）

青
山
　
重
次

◇
市
民
課

課
長
補
佐

藤
本
佐
智
子

課
長
補
佐

藤
田
　
康
子

課
長
補
佐

吉
田
ま
す
み

事
務
主
任

前
田
久
美
子

事
務
主
任

中
川
　
栄
治

主
　
事

中
村
佳
代
子

主
　
事

谷
西
　
健
司

葬
斎
場

技
能
員

鈴
木
　
治
吉

◇
人
権
室

室
　
長

近
藤
　
一
郎

室
長
補
佐

島
川
美
智
子

文
化
会
館

館
　
長

篠
原
　
耕
司

事
務
主
任

西
岡
　
美
和

三
島
会
館

主
　
幹

前
田
　
辰
男

事
務
主
任

坂
本
裕
美
子

◇
ふ
る
さ
と
振
興
課

課
　
長

猪
本
　
邦
富

課
長
補
佐

梶
浦
久
美
子

事
務
主
任

伊
内
　
公
一

市
民
環
境
部

保
険
福
祉
部

保
険
福
祉
部

美
馬
市
脇
町
庁
舎



主
任
保
育
士

道
上
ひ
で
子

主
任
保
育
士

川
原
み
ど
り

主
任
保
育
士

田
村
　
寿
代

主
任
保
育
士

藤
田
　
尚
美

保
育
士

岩
佐
　
順
子

調
理
員

中
川
真
理
子

調
理
員

大
上
小
百
合

美
馬
第
二
保
育
所

所
　
長

大
池
　
清
子

所
長
補
佐

田
村
千
恵
子

主
任
保
育
士

久
保
　
和
代

主
任
栄
養
士

泉
本
　
君
枝

主
任
保
育
士

逢
坂
美
千
代

主
任
保
育
士

藤
本
真
由
美

保
育
士

谷
　
　
美
紀

保
育
士

花
岡
美
由
紀

保
育
士

藤
川
　
和
代

調
理
員

藤
澤
カ
ズ
子

穴
吹
保
育
所

所
　
長

近
見
　
村
子

所
長
補
佐

井
口
　
陽
子

主
任
保
育
士

藤
本
す
み
江

主
任
保
育
士

大
久
保
恵
美

保
育
士

南
後
き
み
子

保
育
士

佐
川
　
多
恵

保
育
士

長
瀬
　
祥
子

保
育
士

南
　
か
ず
み

調
理
員

尾
下
　
直
代

調
理
員

真
鍋
　
真
弓

部
　
長

中
川
　
近
敏

◇
監
理
課

課
　
長

大
久
保
利
幸

企
画
監

藪
下
　
秀
世

主
　
幹

宮
原
　
竹
市

課
長
補
佐

藤
田
　
光
男

課
長
補
佐

武
田
　
洋
子

課
長
補
佐

山
田
　
一
弘

主
　
事

近
藤
　
　
敦

◇
建
設
課

課
　
長

藤
　
　
公
生

課
長
補
佐

四
宮
　
　
明

課
長
補
佐

奥
村
　
敏
彦

事
務
主
任

藤
田
　
慎
二

技
　
師

大
森
　
　
晃

技
　
師

金
崎
　
典
正

技
　
師

乾
　
　
裕
宣

技
能
員

原
　
　
賢
一

◇
住
宅
管
理
室

室
　
長

谷
口
　
勇
司

室
長
補
佐

武
田
　
光
男

事
務
主
任

園
木
　
一
昌

主
　
事

中
田
　
久
美

◇
用
地
課

課
　
長

田
邊
　
博
美

企
画
監

三
宅
　
秀
忠

課
長
補
佐

花
岡
　
　
篤

課
長
補
佐

佐
藤
　
充
生

課
長
補
佐

小
山
　
陽
央

課
長
補
佐

富
川
　
由
美

事
務
主
任

前
田
　
　
仁

事
務
主
任

岸
　
　
育
男

主
　
事

内
藤
　
紀
彦

◇
下
水
道
課

課
　
長

岡
本
　
博
久

主
　
幹

桜
井
　
賢
司

課
長
補
佐

篠
原
　
　
豊

事
務
主
任

上
田
　
　
孝

事
務
主
任

脇
　
　
誠
治

技
術
主
任

河
野
　
　
功

主
　
事

石
田
　
貴
志
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◇
保
険
年
金
課

課
　
長

藤
本
　
文
夫

主
　
幹

田
中
　
謙
市

課
長
補
佐

藤
田
　
富
子

課
長
補
佐

森
本
　
明
美

課
長
補
佐

藤
野
　
和
良

課
長
補
佐

中
倉
　
一
美

課
長
補
佐

西
村
百
合
子

課
長
補
佐

西
岡
　
隆
子

主
任
看
護
師

新
開
　
順
子

主
任
看
護
師

三
並
志
磨
子

事
務
主
任

大
野
　
昭
史

主
　
事

中
津
　
百
恵

◇
診
療
所

木
屋
平
診
療
所

所
　
長

藤
原
　
真
治

事
務
長

江
口
　
文
之

看
護
師
長

天
毎
木
和
恵

看
護
師

佐
古
キ
ヨ
子

主
　
事

保
手
　
　
誠

看
護
師

川
口
あ
け
み

福
祉
事
務
所

福
祉
事
務
所
長向

井
　
二
夫

福
祉
事
務
所
次
長

宮
武
　
崇
氏

◇
生
活
福
祉
課

課
　
長

猪
口
　
　
正

企
画
監

河
野
　
信
春

主
　
幹

荒
岡
　
文
子

課
長
補
佐

緒
方
　
義
和

課
長
補
佐

藤
本
　
　
仁

事
務
主
任

見
立
　
貞
治

主
　
事

大
島
　
直
子

主
　
事

佐
藤
　
靖
子

主
　
事

山
口
　
俊
尚

主
　
事

増
井
　
美
穂

主
　
事

西
村
　
裕
則

主
　
事

富
永
　
　
智

主
　
事

秦
　
　
靖
彦

主
　
事

喜
多
　
賢
治

◇
高
齢
・
介
護
保
険
課

課
　
長

緒
方
　
敏
博

主
　
幹

森
本
　
康
史

課
長
補
佐

西
浦
　
雅
史

主
任
看
護
師

正
木
　
恵
子

主
任
看
護
師

藤
川
喜
代
子

事
務
主
任

篠
原
　
孝
志

事
務
主
任

三
好
　
明
美

保
健
師

飯
田
久
美
子

主
　
事

竹
田
　
光
司

主
　
事

藤
澤
　
正
道

主
　
事

片
山
　
高
広

保
健
師

逢
坂
　
陽
光

主
　
事

逢
坂
　
和
憲

◇
児
童
・
障
害
福
祉
課

課
　
長

武
田
　
晋
一

看
護
師
長

椎
江
　
竹
子

課
長
補
佐

伊
澤
　
晴
子

課
長
補
佐

大
久
保
ヨ
シ
子

課
長
補
佐

篠
原
　
一
夫

主
任
看
護
師

中
川
三
恵
子

事
務
主
任

内
田
　
和
子

事
務
主
任

藤
　
　
淳
子

事
務
主
任

川
原
美
恵
子

事
務
主
任

藤
本
　
貴
子

主
　
事

前
田
　
龍
昌

主
　
事

佐
藤
　
優
行

◇
児
童
館

美
馬
第
一
児
童
館

児
童
厚
生
員

伊
東
　
景
子

美
馬
第
二
児
童
館

児
童
厚
生
員

伊
東
　
里
美

児
童
厚
生
員

山
下
美
保
子

◇
保
育
所

脇
町
保
育
所

所
　
長

原
　
　
義
久

所
長
補
佐

田
中
ゆ
み
子

主
任
保
育
士

木
田
早
恵
美

主
任
保
育
士

大
日
　
和
子

主
任
保
育
士

高
木
　
幸
代

主
任
保
育
士

小
笠
　
一
代

事
務
主
任

篠
原
　
勝
子

主
任
保
育
士

森
本
　
宏
香

主
任
保
育
士

都
築
　
圭
子

主
任
保
育
士

田
村
　
幸
江

保
育
士

河
野
　
照
栄

保
育
士

西
岡
あ
す
か

栄
養
士

澤
口
　
達
子

保
育
士

大
西
　
有
紀

保
育
士

佐
藤
　
恵
子

調
理
員

西
岡
　
貞
子

江
原
保
育
所

所
　
長

原
　
　
義
久

所
長
補
佐

藤
重
　
恵
美

主
任
保
育
士

西
村
　
粋
枝

主
任
保
育
士

宮
田
　
洋
子

主
任
保
育
士

藤
澤
　
佳
子

主
任
保
育
士

武
井
　
明
美

保
育
士

篠
原
　
千
晴

保
育
士

梯
　
　
和
枝

調
理
員

坪
本
　
淑
子

岩
倉
保
育
所

所
　
長

原
　
　
義
久

所
長
補
佐

武
田
み
ど
り

主
任
保
育
士

正
木
　
智
子

主
任
保
育
士

藤
田
　
　
恵

主
任
保
育
士

三
宅
　
幸
代

保
育
士

森
藤
　
近
子

保
育
士

竹
内
　
千
佳

調
理
員

三
好
　
睦
実

美
馬
第
一
保
育
所

所
　
長

大
池
　
清
子

所
長
補
佐

福
岡
　
潤
子

建
設
部
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◇
脇
町
庁
舎
総
合
窓
口
課

課
　
長

滝
川
　
京
子

課
長
補
佐

中
本
　
定
代

課
長
補
佐

藤
長
　
朝
江

課
長
補
佐

丸
山
　
文
子

課
長
補
佐

大
垣
　
律
子

事
務
主
任

佐
和
　
正
泰

主
　
事

尾
形
　
克
人

主
　
事

井
口
　
ひ
ろ

◇
会
計
課
脇
町
庁
舎
分
室

室
長
補
佐

原
田
須
美
恵

事
務
主
任

下
村
　
映
子

部
　
長

田
所
　
　
茂

理
　
事

逢
坂
　
　
彰

次
長（
商
工
観
光
課
長
事
務
取
扱
）

原
　
　
　
強

◇
特
産
物
開
発
担
当

部
付（
主
幹
）
西
山
　
弘
和

◇
農
政
課

課
　
長

堀
　
　
芳
宏

主
　
幹

近
藤
　
俊
文

課
長
補
佐

真
鍋
　
知
寛

課
長
補
佐

井
関
　
敏
秀

課
長
補
佐

藤
田
　
孝
子

事
務
主
任

戸
島
　
博
己

主
　
事

緒
方
　
健
三

技
　
師

藤
重
　
　
久

主
　
事

伊
藤
　
裕
章

主
　
事

中
津
　
圭
二

主
　
事

藤
本
　
誠
治

主
　
事

武
内
　
貴
之

主
　
事

安
達
　
貴
志

園
長
補
佐

國
見
み
な
子

主
任
教
諭

長
江
三
智
子

郡
　
里

園
長
補
佐

吉
村
　
一
美

主
任
教
諭

武
田
恵
美
子

重
清
東

園
長
補
佐

長
江
恵
美
子

主
任
教
諭

田
所
　
真
理

重
清
西

園
長
補
佐

逢
坂
　
明
美

主
任
教
諭

西
岡
　
雅
子

三
　
島

園
長
補
佐

戸
島
　
恵
子

主
任
教
諭

大
垣
　
淑
子

教
　
諭

福
見
み
の
り

穴
　
吹

園
長
補
佐

木
村
　
昭
代

主
任
教
諭

前
田
　
明
美

初
　
草

主
任
教
諭

西
尾
由
美
子

宮
　
内

主
任
教
諭

田
鍋
　
賀
子

木
屋
平

園
長
補
佐

津
川
　
康
代

教
　
諭

吉
野
恵
美
子

◇
小
学
校

江
原
南

業
務
員

藤
井
八
重
子

江
原
北

業
務
員

三
好
千
代
子

脇
　
町

業
務
員

正
木
　
伸
恵

岩
　
倉

業
務
員

佐
古
シ
ゲ
ヨ

川
原
柴

業
務
員

佐
々
　
昭
人

大
　
谷

業
務
員

仙
田
ツ
ル
子

芝
　
坂

業
務
員

園
木
美
津
枝

郡
　
里

業
務
員

中
川
ス
ミ
子

切
久
保

業
務
員

古
泉
　
博
子

重
清
東

業
務
員

平
岡
美
都
保

重
清
北

業
務
員

小
泉
　
七
重

重
清
西

業
務
員

宮
田
　
妙
子

木
屋
平
寮
寄
宿
舎

指
導
員

滝
下
　
育
子

◇
学
校
教
育
課

課
　
長

緒
方
　
俊
仁

教
育
指
導
監

光
山
　
利
幸

課
長
補
佐

田
中
美
由
喜

課
長
補
佐

北
原
久
美
子

事
務
主
任

藤
村
　
孝
志

◇
教
育
研
究
所

所
　
長

光
山
　
利
幸

研
究
員

住
友
　
咲
子

研
究
員

上
田
　
明
彦

◇
幼
稚
園

江
原
南

園
　
長

近
藤
　
陽
子

園
長
補
佐

土
井
美
亀
子

主
任
教
諭

大
池
　
靖
江

教
　
諭

石
川
佳
代
子

教
　
諭

蔭
山
　
苗
美

岩
　
倉

園
長
補
佐

西
岡
　
初
子

教
　
諭

井
口
　
静
代

江
原
北

園
長
補
佐

眞
鍋
加
奈
子

主
任
教
諭

南
　
　
明
美

江
原
東

教
　
諭

尾
形
　
利
江

脇
　
町

園
長
補
佐

青
木
　
幸
代

主
任
教
諭

南
　
妃
佐
恵

主
任
教
諭

鉄
野
　
美
幸

清
　
水

教
　
諭

小
川
　
綾
子

川
原
柴

教
　
諭

井
村
志
津
恵

芝
　
坂

主
任
教
諭

塩
田
　
陽
子

喜
　
来

◇
会
計
課
美
馬
庁
舎
分
室

室
長
補
佐

田
邊
美
千
代

室
長
補
佐

三
宅
　
陽
子

部
　
長

高
田
　
正
和

◇
業
務
課

課
　
長

山
根
　
義
弘

主
　
幹

上
坂
　
博
治

課
長
補
佐

佐
藤
　
秀
代

課
長
補
佐

仁
木
　
　
崇

課
長
補
佐

井
川
　
初
子

課
長
補
佐

白
川
　
祥
司

事
務
主
任

長
野
眞
佐
子

主
　
事

増
井
　
良
和

◇
工
務
課

課
　
長

青
木
　
高
志

主
　
幹

緒
方
　
恭
二

主
　
幹

佐
藤
　
一
秋

課
長
補
佐

中
本
　
清
二

事
務
主
任

藤
田
　
英
雄

技
術
主
任

竹
岡
　
章
一

技
　
師

金
崎
　
博
之

主
　
事

寄
鑓
　
　
裕

主
　
事

蔭
山
　
貴
基

教
育
長

三
島
　
　
茂

教
育
次
長

都
築
　
　
稔

◇
教
育
総
務
課

課
　
長

藤
川
　
一
郎

主
　
幹

佐
藤
　
道
子

課
長
補
佐

前
川
　
正
弘

事
務
主
任

宮
内
　
聡
美

主
　
事

仲
　
　
正
敏

◇
寄
宿
舎

◇
林
政
課

課
　
長

逢
坂
　
和
幸

企
画
監

天
毎
木
孝
利

主
　
幹

松
家
　
正
勝

課
長
補
佐

川
西
佳
代
子

課
長
補
佐

小
笠
　
文
明

技
　
師

前
山
　
一
宏

◇
商
工
観
光
課

主
　
幹

小
笠
　
健
二

課
長
補
佐

藤
村
　
俊
裕

主
　
事

井
口
　
明
典

主
　
事

花
岡
　
正
昭

観
光
文
化
室

室
　
長

鎌
田
千
恵
子

主
　
事

猪
尾
　
浩
章

美
馬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

所
　
長

国
見
　
正
春

主
　
事

藤
本
　
真
人

中
尾
山
高
原
施
設

所
　
長

佐
藤
　
武
男

局
　
長

藤
見
　
治
男

局
長
補
佐

国
見
　
隆
男

局
長
補
佐

篠
原
　
純
子

局
長
補
佐

伊
東
利
枝
子

事
務
主
任

中
川
　
洋
二

◇
美
馬
庁
舎
総
合
窓
口
課

課
　
長

篠
原
ち
づ
子

主
　
幹

梶
浦
　
治
幸

課
長
補
佐

西
山
　
幸
代

事
務
主
任

中
川
千
恵
美

主
　
事

二
宮
　
正
経

主
　
事

松
浦
　
英
之

経
済
部

水
道
部

美
馬
市
美
馬
庁
舎

農
業
委
員
会
事
務
局

市
民
環
境
部

教
育
委
員
会
事
務
局

市
民
環
境
部
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初
　
草

業
務
員

仁
木
智
賀
子

宮
　
内

業
務
員

尾
端
　
良
子

三
　
島

業
務
員

北
條
　
竹
子

穴
　
吹

業
務
員

竹
下
美
代
子

木
屋
平

業
務
員

天
田
比
呂
子

◇
中
学
校

江
　
原

業
務
員

中
野
　
久
子

脇
　
町

業
務
員

山
下
　
恵
子

岩
　
倉

業
務
員

藤
本
千
寿
子

美
　
馬

業
務
員

安
宅
　
浩
子

業
務
員

杉
山
　
広
市

三
　
島

業
務
員

大
北
加
代
子

穴
　
吹

業
務
員

山
西
　
幸
子

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長（
場
長
）
三
笠
ア
イ
子

所
長
補
佐

唐
住
　
義
幸

調
理
員

前
田
登
志
子

調
理
員

上
中
　
和
子

調
理
員

岸
　
　
京
子

調
理
員

新
谷
美
恵
子

調
理
員

藤
田
あ
ゆ
み

江
原
南
共
同
調
理
場

調
理
員

木
村
　
重
美

調
理
員

須
藤
ふ
み
子

脇
町
共
同
調
理
場

調
理
員

佐
々
木
光
子

調
理
員

三
宅
　
陽
子

岩
倉
共
同
調
理
場

調
理
員

西
岡
　
恵
子

木
屋
平
幼
稚
園
小
学
校
調
理
場

調
理
員

柿
窪
恵
美
子

◇
生
涯
学
習
課

課
　
長

宮
田
　
英
治

企
画
監

西
川
　
和
子

課
長
補
佐

逢
坂
　
順
司

事
務
主
任

大
部
　
雅
恵

事
務
主
任

住
友
　
啓
五

主
査（
消
防
司
令
補
）
猪
口
　
定
美

主
査（
消
防
司
令
補
）
佐
竹
　
栄
治

主
査（
消
防
司
令
補
）
六
車
　
成
和

主
任（
消
防
士
長
）
武
田
　
浩
二

主
任（
消
防
士
長
）
東
條
　
広
一

主
任（
消
防
士
長
）
根
本
　
賢
一

主
任（
消
防
士
長
）
金
崎
　
満
男

◇
木
屋
平
分
署

分
署
長（
消
防
司
令
）森本

　
昌
好

分
署
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

岡
本
　
道
春

主
任（
消
防
司
令
補
）
藤
田
　
明
宏

主
任（
消
防
司
令
補
）
森
本
　
　
勉

主
任（
消
防
司
令
補
）
西
浦
　
和
昭

主
任（
消
防
司
令
補
）
銅
突
　
忠
治

（
消
防
副
士
長
）

近
藤
　
　
寛

（
消
防
副
士
長
）

棚
上
　
寿
和

（
消
防
士
）

戸
田
　
勇
作

◇
人
権
セ
ン
タ
ー

所
　
長

藤
原
　
茂
輝

所
長
補
佐

岩
本
　
英
慈

◇
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

藤
本
　
幸
次

穴
吹
支
所
長

佐
藤
　
栄
子

◇
ミ
マ
コ
ン
ポ
ス
ト

部
　
長

正
木
　
明
人

◇
美
馬
環
境
整
備
組
合

所
　
長

井
口
　
利
仁

◇
西
阿
老
人
ホ
ー
ム
組
合

施
設
長

梶
浦
　
仁
志

◇
美
馬
地
区
広
域
行
政
組
合

事
務
局
長

平
田
　
一
郎

◇
吉
野
川
環
境
整
備
組
合

所
　
長

磯
村
　
文
男

（
消
防
士
・
航
空
隊
派
遣
）

西
村
　
正
照

（
消
防
士
）

工
藤
　
正
人

（
消
防
士
）

長
谷
　
昌
典

◇
予
防
課

主
幹（
消
防
司
令
補
）立花

　
信
成

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

山
本
　
　
博

主
査（
消
防
司
令
補
）
藤
沢
　
重
幸

主
査（
消
防
司
令
補
）
五
ヶ
山
秀
明

主
査（
消
防
司
令
補
）
中
村
　
好
美

（
消
防
副
士
長
）

都
築
　
美
弘

（
消
防
副
士
長
）

知
野
　
昌
寿

（
消
防
士
）

三
宅
　
純
也

（
消
防
士
）

松
本
　
大
輔

（
消
防
士
）

吉
村
　
仁
志

◇
警
防
課

課
長
兼
救
急
救
助
課
長
（
消
防
司
令
）

藤
川
　
房
一

主
幹（
消
防
司
令
補
）
西
條
　
正
芳

主
幹（
消
防
司
令
補
）
前
田
　
　
篤

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

藤
岡
　
正
一

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

香
西
　
俊
幸

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

井
出
　
敏
明

主
査（
消
防
司
令
補
）
渡
辺
　
候
博

主
査（
消
防
司
令
補
）
早
川
　
賢
二

主
査（
消
防
司
令
補
）
高
部
　
　
章

主
任（
消
防
司
令
補
）
宮
本
　
　
守

主
任（
消
防
司
令
補
）
西
岡
　
政
行

主
任（
消
防
司
令
補
）
藤
田
　
隆
司

（
消
防
士
）

大
谷
　
直
哉

◇
救
急
救
助
課

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

喜
多
　
保
文

主
　
事

松
家
　
裕
之

保
健
師

原
田
め
ぐ
み

保
健
師

和
泉
　
純
子

技
能
員

大
田
　
善
和

◇
経
済
建
設
課

課
　
長

藤
本
　
高
次

企
画
監

松
家
　
貞
夫

課
長
補
佐

武
田
　
　
孝

課
長
補
佐

佐
古
　
真
澄

事
務
主
任

高
橋
　
真
治

事
務
主
任

小
原
　
浩
幸

主
　
事

井
奧
　
福
之

主
　
事

重
長
　
寿
昭

主
　
事

原
田
　
佳
明

◇
教
育
委
員
会
事
務
局
木
屋
平
分
室

室
　
長

阿
部
　
又
生

主
　
事

棚
上
　
和
子

◇
消
防
署

消
防
長（
消
防
司
令
長
）

前
田
　
力
三

次
長（
消
防
司
令
）西

村
　
則
之

次
長
兼
予
防
課
長（
消
防
司
令
）

大
久
保
孝
雄

◇
総
務
課

課
　
長

南
後
善
二
郎

課
長
補
佐（
消
防
司
令
補
）

中
川
　
　
武

主
　
査

岩
本
　
豊
司

（
消
防
副
士
長
）

西
川
　
猛
司

（
消
防
副
士
長
）

喜
多
　
孝
治

（
消
防
副
士
長
）

石
川
　
英
樹

（
消
防
副
士
長
）

谷
　
　
和
夫

（
消
防
士
）

奈
良
井
光
宏

主
　
事

大
森
　
秀
樹

主
　
事

木
本
　
誠
二

◇
公
民
館

穴
吹
公
民
館

館
　
長

藤
原
　
富
雄

主
　
事

山
下
　
隆
義

◇
図
書
館

脇
町
図
書
館

館
　
長

吉
岡
　
正
司

館
長
補
佐

清
家
え
み
子

事
務
主
任

近
藤
　
慶
子

穴
吹
図
書
館

館
　
長

藤
原
　
富
雄

◇
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

主
　
事

村
上
　
富
美

◇
体
育
振
興
課

課
　
長

小
笠
　
博
文

事
務
主
任

長
江
　
　
賢

主
　
事

樫
地
　
貴
洋

主
　
事

山
川
　
一
美

支
所
長

阿
部
　
義
則

◇
企
画
総
務
課

課
　
長

津
川
　
　
定

企
画
監

松
家
　
安
信

課
長
補
佐

立
道
　
恵
子

事
務
主
任

大
岡
　
信
隆

主
　
事

寺
岡
　
百
里

主
　
事

奧
森
　
三
紀

◇
福
祉
環
境
課

課
　
長

勢
古
　
光
男

企
画
監

新
谷
　
文
孝

主
任
看
護
師

香
川
　
京
子

事
務
主
任

東
埜
　
英
一

木
屋
平
総
合
支
所

美
馬
市
木
屋
平総合

支
所

消
防
本
部

出

向
・
派

遣
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●
主
な
経
歴

１
９
６
３
（
昭
和
３８
）
年
に
旧
穴
吹
町
議
会
議
員
に
初
当

選
。
１
９
８
７
（
昭
和
６２
）
年
ま
で
６
期
２４
年
に
わ
た
り
同

議
員
と
し
て
在
職
。
１
９
７
７
（
昭
和
５２
）
年
か
ら
２
年
間

同
議
会
議
長
を
務
め
る
。
ま
た
、
１
９
５
２
（
昭
和
２７
）
年

か
ら
１
９
７
５
（
昭
和
５０
）
年
ま
で
旧
穴
吹
町
消
防
団
員
。

２
０
０
６
（
平
成
１８
）
年
１
月
３
日
死
去
。

故

岡
本
　
清
さ
ん
に

叙

位

叙

勲

従
六
位

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

故

岡
本
　
清
さ
ん
（
享
年
８１
歳
、
田
方
）

100歳おめでとう  高見タメノさん 100歳おめでとう  高見タメノさん 
高見タメノさん（北）が３月

１２日に１００歳の誕生日を迎

え、県や市から祝い状と記念品

が贈られました。

食事は好き嫌いがなく、食欲

おう盛という高見さんは、健康

状態も良好。週２回利用してい

るデイサービスで、人と話をす

るのが楽しみだそうです。

高見さんは、１９０６（明治３９）年生まれ。市内の

１００歳以上の長寿者は１１人になりました（平成１８

年３月３１日現在）。

高見タメノさん

～多彩な競技で交流 老人クラブ連合会体育大会～
第１回美馬市老人クラブ連合会体育大会が３月１０日、う

だつアリーナで開かれ、市内全域から会員約２６０人が参加。
同連合会各支部の４チームに分かれ、スプーンレースやじ
ゃんけんゲームなど７競技で得点を競いました。
参加者は各競技で元気あふれる動きを披露。「頑張れ」

「あと一息」など応援合戦も盛んで、チームプレーを通して
互いの親睦を深めました。団体競技の結果は、優勝が脇町、
準優勝が美馬、穴吹と木屋平が同点で３位でした。
また、全員参加のウルトラクイズでは、脇町支部『おもと会』の天野クニカさん（中央　）が、全問正解

で初代クイズ王に輝きました。

蜷
ボ
ー
ル
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、

慎
重
に
リ
レ
ー
し
ま
し
た

「
ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
」

～350人が交流 人権フェスティバル～
「小さな輪　大きく広げる　人権学習」をテーマにし
た２００６人権フェスティバル（市教育委員会主催）が２月
２６日、うだつアリーナで開かれ、市民ら約３５０人が参
加しました。
アリーナ内には、脇町内の教育集会所各教室生が出展

した書道や生け花、手芸などの作品、人権啓発パネルや
小・中学生の人権ポスターなどが展示されました。ステ
ージでは、同教室生が社交ダンスや詩吟、民舞などの実
技を発表。また、樫ヶ丘育成園の利用者がエアロビクス
や、江原中学校の生徒といっしょに手話を披露しました。
市は人権問題解決の拠点として、教育集会所活動を実施しており、人権フェスティバルはその活動成果を

発表する機会になっています。参加者は催しを通じて互いに交流、人権意識を高めました。

蜷
教
育
集
会
所
の

教
室
生
に
よ
る

実
技
発
表

脇

蜻 書
道
や
人
権
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の

作
品
展
示
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～みんなでつくる人権尊重社会～
人権問題研究大会（美馬市人権教育推進協議会主催）が２月２１

日、四国三郎の郷で開かれました。市人権教育推進協議会と各支
部の役員計５５人が参加し、熱心に研修を受けました。
午前中は、阿波市教育委員会の大湾昇さんが「出会いと表現」

と題して講演。大湾さんは、イラストを随所に取り入れたテキス
トを題材に、現在も差別が残っていることや、人権尊重意識を高
めるための自らの活動について熱く語り、「人権問題解決にみんな
で取り組もう」と呼び掛けました。
午後は、美馬市教育委員会の荻田智子社会教育指導員による参

加体験型学習が行われ、美馬市が取り組む「人権問題地域懇談会」で使われているビデオドラマ「壁のない
まち」をもとに、グループ別に話し合いをしました。テーマは障害者問題を取り上げたもので、参加者から
は「本音で話し合えてよかった」「多様な考え方があることがわかった」などの感想が聞かれました。
最後に、「みんなで一日も早く人権尊重社会をつくるために、今後も研修を重ねる必要がある」と締めく

くりました。

▲熱心に研修を受ける参加者ら

～木屋平の国道沿いに
桜を植樹～

「木屋平の桜を楽しんでもらおう」と、木屋平地
域づくり実行委員会（原敏一会長）が２月２５日、
国道４３８号沿いにシダレザクラ３０本、ソメイヨシ
ノ３０本を植樹しました。
スコップや木づちを持ち寄って参加した会員３０

人は、風雨で倒れることがないよう支柱で幼木をし
っかりと固定。手早い作業で、次々と桜を植えてい
きました。会員らは「地域に新しい楽しみがまた増
えた」と、数年後の開花を心待ちにしていました。
木屋平では、３月下旬から４月中旬にかけて川井

地区にある県指定文化財のエドヒガンザクラをはじ
め、三ツ木農免道路から貢公園までにある各種の桜、
また川井峠周辺のシダレザクラなどが咲き乱れ、山
のあちらこちらがピンク色に染められます。

蜷
国
道
４
３
８
号
沿
い
に
桜
を
植
え
る

木
屋
平
地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会
の

会
員
ら

～三味線もちつきで慰問～
２月２８日、三味線もちつき保存会井内組

（井内春行会長）の会員２０人が、美馬町のデ
イサービスセンター・池月苑を訪れ、慰問公
演をしました。
デイサービス利用者２５人を前に、会員ら

は軽快な三味線のリズムに乗ってもちつきを
披露。間近で楽しんだ利用者からは盛んに手
拍子が送られていました。
また、「子どもたちにも市の伝統芸能を知

ってもらおう」と、招かれた美馬第二保育所
の３歳児２３人も、もちつきに挑戦。「ぺった
ん、ぺったん」の掛け声に合わせてきねを振
るいました。
つきあがったもち約４０㎏は、あんこを入

れて丸められ、お年寄りや子どもたちみんな
で味わいました。



こ
れ
ま
で
「
市
県
民
税
（
普

通
徴
収
）」、「
固
定
資
産
税
」
を

第
１
期
の
納
期
限
内
に
年
税
額

を
一
括
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
、

前
納
報
奨
金
を
差
し
引
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
税
負
担
の
公
平

性
を
図
る
こ
と
や
自
主
納
付
普

及
な
ど
の
観
点
か
ら
、
平
成
１８

年
度
か
ら
こ
の
制
度
を
廃
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
納
付
書
・
口
座
振
替

に
よ
る
全
期
前
納
（
一
括
納
付
）

は
従
来
通
り
行
え
ま
す
が
、
平

成
１８
年
度
か
ら
全
期
前
納
か
ら

期
別
納
付
へ
の
口
座
振
替
方
法

の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

お
手
数
で
す
が
市
税
務
課
へ
変

更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
制
度
を
活
用
さ
れ
、
早

期
納
税
に
努
め
て
く
だ
さ
っ
た

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も

引
き
続
き
納
期
内
納
付
に
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
人
（
一
部
該
当
に
な
ら
な

い
人
も
あ
り
ま
す
）
で
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る

人
は
、
左
記
要
領
に
よ
り
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
申
請

は
毎
年
の
申
請
と
な
り
、
受
付

期
間
を
過
ぎ
る
と
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
申
請
場
所

市
税
務
課
（
穴
吹
庁
舎
）

市
木
屋
平
総
合
支
所
企
画
総
務
課

市
脇
町
庁
舎
総
合
窓
口
課

市
美
馬
庁
舎
総
合
窓
口
課

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○
身
体
障
害
者
手
帳
（
療
育

手
帳
）

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

○
運
転
免
許
証

○
自
動
車
検
査
証

○
納
税
通
知
書
　
○
印
鑑

◆
申
請
期
間

平
成
１８
年
５
月
１
日
〜

平
成
１８
年
５
月
２４
日

◇
問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課
（
穴
吹
庁
舎
）
蕁
炙

５
６
０
２
・
蕁
炙
５
６
０
３

※
旧
木
屋
平
村
分
固
定
資
産

に
つ
い
て
は
、
市
税
務
課
及

び
市
木
屋
平
総
合
支
所
企
画

総
務
課
に
お
い
て
縦
覧
・
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公

私
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
の
所

有
す
る
資
産
、
公
益
の
た
め
に
直

接
専
用
す
る
資
産
（
有
料
で
使
用

す
る
も
の
を
除
く
）、
そ
の
他
特

別
の
事
情
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
固
定
資
産
税
を
減
免
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
減
免
を
受
け
ら

れ
る
人
は
、
左
記
要
領
に
よ
り
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
場
所

市
税
務
課
（
穴
吹
庁
舎
）

市
木
屋
平
総
合
支
所
企
画
総
務
課

市
脇
町
庁
舎
総
合
窓
口
課

市
美
馬
庁
舎
総
合
窓
口
課

◆
申
請
時
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書

○
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

理
由
を
証
明
す
る
書
類

○
納
税
通
知
書
　
○
印
鑑

◆
申
請
期
間

平
成
１８
年
５
月
１
日
〜

平
成
１８
年
５
月
２４
日

平
成
１８
年
５
月
３１
日
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

〈
縦
覧
対
象
者
〉

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
及

び
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
等

〈
手
数
料
〉
無
料

●
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

〈
閲
覧
期
限
〉

平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

〈
閲
覧
対
象
者
〉

納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、

代
理
権
を
有
す
る
代
理
人

等
、
土
地
（
家
屋
）
に
つ
い

て
賃
貸
権
そ
の
他
の
使
用
ま

た
は
利
益
を
目
的
と
す
る
権

利
（
対
価
を
伴
う
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
人
、
及
び
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利

を
有
す
る
人

〈
手
数
料
〉
４
０
０
円

※
た
だ
し
、
平
成
１８
年
５
月

３１
日
ま
で
の
閲
覧
は
無
料

と
な
り
ま
す
。

●
縦
覧
・
閲
覧
の
時
間
と
場
所

〈
縦
覧
・
閲
覧
時
間
〉

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

〈
縦
覧
・
閲
覧
場
所
〉

市
税
務
課
（
穴
吹
庁
舎
）

現
在
、
美
馬
市
内
の
各
金
融

機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
で
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
の
際
に
は
、
金
融
機

関
へ
預
貯
金
通
帳
と
印
鑑
（
通

帳
印
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
等

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

◇
取
扱
金
融
機
関

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四

国
銀
行
、
美
馬
農
業
協
同
組
合
、

郵
便
局

問
い
合
わ
せ
は
、
市
税
に
つ

い
て
は
、
市
税
務
課
蕁
炙
５
６

０
２
・
炙
５
６
０
３
、
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
市
高
齢
・

介
護
保
険
課
蕁
炙
５
６
０
５
へ
。

●
土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

〈
縦
覧
期
限
〉
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市
税
等
の
前
納
報
奨
金
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た

税
　
　
金

市
税
等
の
納
付
に
は

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
の縦

覧
と
閲
覧

固
定
資
産
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請



美
馬
市
人
事
行
政
の
運
営
等

の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
平
成
１６
年
度
の
状
況
を
市

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
計
画
的
な
農
地
の

利
用
を
図
る
た
め
、
農
用
地
利

用
計
画
を
定
め
て
お
り
、
そ
の

中
で
農
業
上
の
利
用
を
確
保
す

べ
き
土
地
を
「
農
用
地
区
域
」

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農

地
以
外
の
用
途
に
利
用
す
る
と

き
は
、
事
前
に
農
用
地
利
用
計

画
を
変
更
し
、
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
に
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
、
ま
た
農
用
地
区
域
へ

の
編
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
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で
、
県
内
の
学
校
に
在
学
す
る

人
は
、
在
学
す
る
学
校
が
定
め

る
期
限
ま
で
に
同
校
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

②
高
校
生
と
高
等
専
門
学
校
生

で
、
県
外
の
学
校
に
在
学
す
る

人
及
び
大
学
生
は
、
平
成
１８
年

５
月
３１
日
貉
ま
で
に
県
教
育
委

員
会
学
校
政
策
課
（
県
庁
９
階
）

へ
個
人
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

各
奨
学
金
の
申
請
手
続
き
や
、

奨
学
金
の
額
や
期
間
、
返
還
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
蕁
烙
３
９
４

１
、
ま
た
は
県
教
育
委
員
会
学

校
政
策
課
企
画
調
整
担
当
蕁
０

８
８
６
２
１
３
１
３
２
へ
。

議
員
が
訪
問
し
ま
す
か
ら
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
（
な
お
、
木
屋
平
地
区
は
８

月
を
予
定
）。

詳
し
く
は
、
美
馬
市
社
会
福

祉
協
議
会
蕁
炒
７
４
３
２
へ
。

県
は
、
勉
学
に
意
欲
を
持
ち

な
が
ら
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

就
学
が
困
難
な
高
校
生
、
高
等

専
門
学
校
生
、
大
学
生
（
短
大

を
含
む
）
に
対
し
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

●
募
集
期
限
と
申
請
先

①
高
校
生
と
高
等
専
門
学
校
生

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
救

護
や
災
害
救
護
活
動
、
血
液
事

業
・
医
療
事
業
な
ど
の
各
種
人

道
的
事
業
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
資
金
は
、
赤
十

字
の
主
旨
や
事
業
の
理
解
者
か

ら
の
社
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
５
月
が
「
赤
十
字
社

員
増
強
運
動
月
間
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

美
馬
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

は
、
昨
年
４
月
に
旧
４
町
村
の

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
が
合
併
し

設
立
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
、
知
的
障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

同
会
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
賛

助
会
費
に
よ
っ
て
運
営
し
て
お

り
、
今
年
も
５
月
に
賛
助
会
員

の
募
集
を
し
ま
す
。
地
域
の
代

平
成
１８
年
５
月
１
日
豺
か
ら
５

月
３１
日
貉
ま
で
の
間
に
申
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
除
外

及
び
編
入
の
手
続
き
に
は
、
申
出

受
付
か
ら
約
１
年
か
か
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
農
政
課
蕁
烙

３
１
１
２
へ
。

遊
休
農
地
の
有
効
活
用
促
進

を
目
的
に
、
市
は
、
こ
の
ほ
ど

『
農
業
相
談
窓
口
』
を
開
設
し
ま

し
た
。

「
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
が
、

農
機
具
等
の
購
入
が
困
難
」「
高

齢
の
た
め
農
業
が
し
た
く
て
も

で
き
な
い
」
な
ど
の
悩
み
事
や

相
談
に
応
じ
ま
す
。

『
農
業
相
談
窓
口
』
は
、
市
農

政
課
（
美
馬
庁
舎
）
内
に
平
成

１８
年
４
月
２８
日
貊
ま
で
設
置

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）。
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
い

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
政
課

蕁
烙
３
１
１

２
へ
。

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
及
び
編
入
申
出
の

受
け
付
け

『
農
業
相
談
窓
口
』
を
開
設

農
　
　
林

日
本
赤
十
字
社

日
赤
社
費
の
募
集

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

賛
助
会
員
会
費
の
募
集

平
成
１８
年
度
徳
島
県

奨
学
金
募
集
の
案
内

募
　
　
集

人
事
行
政
の
運
営
等
の
公
表

公
　
　
表

外
国
人
を
対
象
と
し
た
「
日
本
語
教
室
」（
徳
島
県
主
催
）
が
、

４
月
に
開
講
し
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
　
時

毎
週
日
曜
日
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

●
場
　
　
所

美
馬
文
化
会
館
（
美
馬
市
美
馬
町
字
養
泉
１１
番
地
）

●
講
　
　
師

Ｊ
Ｔ
Ｍ
と
く
し
ま
日
本
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
日
本

語
教
師

●
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
資
料
代
と
し
て
１，
０
０
０
円
必
要
）

●
テ
キ
ス
ト

「
み
ん
な
の
日
本
語
Ⅰ
」（
２，
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
馬
の
里
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市議会の議決を経て、平成１８年４月から管理運営を行う指定管理者は下記のとおりです。
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指定管理者による管理運営が始まりました

●公募施設 

●非公募施設 

美馬市脇町老人福祉センター 

施　　設　　名 指　定　期　間 指 定 管 理 者 名 

施　　設　　名 指　定　期　間 指 定 管 理 者 名 

平成18年4月1日～ 
平成21年3月31日（3年間） 

社団法人　美馬市シルバー人材センター 
徳島県美馬市脇町大字脇町１２６５番地１ 

平成18年4月1日～ 
平成21年3月31日（3年間） 

社団法人　美馬市シルバー人材センター 
徳島県美馬市脇町大字脇町１２６５番地１ 

美馬市美馬福祉センター 

新町公園（美馬市都市公園） 

美馬市多目的体育館（美馬市
都市公園） 

美馬市脇町西部デイサービス
センター 

美馬市脇町西部在宅介護支援
センター 

美馬市脇町東部在宅介護支援
センター 

美馬市美馬デイサービスセンター 

美馬市多目的体育館温水利用
型運動施設（美馬市都市公園） 

平成18年4月1日～ 
平成19年3月31日（1年間） 

社団法人　美馬市シルバー人材センター 
徳島県美馬市脇町大字脇町１２６５番地１ 

美馬市吉野川河畔ふれあい広場 平成18年4月1日～ 
平成21年3月31日（3年間） 

特定非営利活動法人　美馬体験交流の会 
徳島県美馬市美馬町字田辺５番地１ 

木屋平特産物販売センター 平成18年4月1日～ 
平成21年3月31日（3年間） 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

有限会社　木屋平村物産センターたぬき家 
徳島県美馬市木屋平字川井２５番地４ 

社会福祉法人　徳島県身体障害者連合会 
徳島県徳島市中昭和町１丁目２ 

社会福祉法人　美馬市社会福祉協議会 
徳島県美馬市脇町大字脇町１３０３番地３ 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

社会福祉法人　美馬市社会福祉協議会 
徳島県美馬市脇町大字脇町１３０３番地３ 

美馬市穴吹高齢者生活福祉
センター 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

社会福祉法人　美馬市社会福祉協議会 
徳島県美馬市脇町大字脇町１３０３番地３ 

美馬市木屋平高齢者生活福祉
センター 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

社会福祉法人　美馬市社会福祉協議会 
徳島県美馬市脇町大字脇町１３０３番地３ 

国民健康保険高齢者保健福祉
支援センター 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

社会福祉法人　美馬市社会福祉協議会 
徳島県美馬市脇町大字脇町１３０３番地３ 
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夏子農林水産物直売・食材供
給施設 

交流会館「ブルーヴィラ穴吹」
（穴吹交流宿泊施設） 

コテージ清流の郷（穴吹貸別
荘施設） 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

夏子いなか市管理運営協議会 
徳島県美馬市脇町字西俣名２５８５番地１１ 

美村地域農産物等活用型総合交
流促進施設（美村総合交流施設） 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

ふるさとわきまち　株式会社 
徳島県美馬市脇町大字脇町９２番地 

脇町劇場 

施　　設　　名 指　定　期　間 指 定 管 理 者 名 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

ふるさとわきまち　株式会社 
徳島県美馬市脇町大字脇町９２番地 

吉田家住宅 平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

ふるさとわきまち　株式会社 
徳島県美馬市脇町大字脇町９２番地 

美馬市観光文化資料館 

天神清流の家（穴吹貸別荘施設） 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

ふるさとわきまち　株式会社 
徳島県美馬市脇町大字脇町９２番地 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

株式会社　清流の郷 
徳島県美馬市穴吹町口山字丸山１番地 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

株式会社　清流の郷 
徳島県美馬市穴吹町口山字丸山１番地 

美馬市交流施設つるぎの湯大桜
（美馬市木屋平交流施設） 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

株式会社　アルボルこやだいら 
徳島県美馬市木屋平字川井２７０番地 

美馬市中尾山高原森林総合利
用施設 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

株式会社　アルボルこやだいら 
徳島県美馬市木屋平字川井２７０番地 

美馬市中尾山健康増進施設 

中尾山林業者等健康増進施設 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

株式会社　アルボルこやだいら 
徳島県美馬市木屋平字川井２７０番地 

平成18年4月1日～ 
平成20年3月31日（2年間） 

株式会社　アルボルこやだいら 
徳島県美馬市木屋平字川井２７０番地 

天
神
清
流
の
家
（
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別
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設
）
は
、
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る
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理
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営
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『リバーサイドしでの家』5月3日にオープン
国道１９２号から穴吹川沿いに約１.５袰上流にある『リバーサイドし

での家』（仕出原地区）が、５月３日貉から営業を開始します。
『リバーサイドしでの家』は、穴吹川を訪れる観光客と地域住民と
の交流促進拠点施設。地元特産品の展示販売施設や駐車場（営業期間
中は有料）を備えています。５月と６月、９月と１０月は土・日・祝日
のみ、７月と８月は毎日営業。営業時間は午前８時から午後５時まで。

『リバーサイドしでの家』オープニングフェア
◆先着200人にいちごの苗をプレゼント
◆宝さがし（午後1時～午後2時）
〔問い合わせ先〕『リバーサイドしでの家』

蕁090－2783－9755

平成1
8年

5月3
日貉



介護保険は、社会全体で支え合う制度です。介護保険にかかる費用は、皆さんに納めていただく保険料等

でまかなわれています。この保険料は、介護サービスにかかる費用の見込みなどをもとに３年ごとに見直さ

れていますが、この度、平成１８年度から６５歳以上の人（第１号被保険者）の保険料の基準額が変わること

になりました。皆さんの保険料はこの基準額をもとに所得に応じて決定されます。

また、この度の制度改正により、保険料段階が見直され、徴収方法についても一部変更されることになり

ました。

●保険料段階の見直し

所得の低い人の負担能力をきめ細かく配慮した段階設定にするため、見直し前の「第２段階」を細分化し

ました。

●徴収方法の主な見直し

保険料が天引き（特別徴収）される年金の対象に、遺族年金、障害年金も加わりました。

●税制改正により保険料の所得段階が上がった場合の措置

平成１８年度の税制改正の影響によって所得段階区分が上がる人は、保険料負担の急激

な増加を避けるため、保険料率を３年間で段階的に引き上げていく措置がとられます。

保険料を納めないでいると

滞納した期間に応じて、サービス利用料をいったん全額自己負担することになったり、利用者負担が１割

から３割に引き上げられたりします。

※災害などの特別な事情で一時的に保険料が納められなくなったときには、徴収の猶予や減額・免除を受け

られる場合もあります。詳しくは、市高齢・介護保険課の窓口でご相談ください。

介護が必要となったときに、誰もが安心してサービスを利用できるように、保険料の納付にご協力い

ただき、納め忘れのないようお願いします。
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65歳以上の皆さんへ 平成18年度介護保険料のお知らせ

〔問い合わせ先〕市高齢・介護保険課蕁炙5605

見直し前 

 

第１段階 

 

 

第２段階
 

 

 

第３段階 
 

第４段階 
 

第５段階 

本人及び世帯全員が住民税非
課税であって、老齢福祉年金の
受給者・生活保護受給者 
 

本人及び世帯全員が
 

住民税非課税
 

 
 
本人が住民税非課税 
（世帯内に住民税課税の人がいる場合） 
本人が住民税課税で合計所得
金額が２００万円未満の人 

本人が住民税課税で合計所得
金額が２００万円以上の人 

 

第１段階 

 

新第2段階
 

 

新第3段階 
 

第４段階 
 

第５段階 

 

第６段階 

同　左 

平成18年4月から 新保険料額（月額） 

基準額×0.5

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×1.25

基準額×1.5

4,900円 
（基準額） 

本人及び世帯全員が住民税非課税であって、 
合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の人 

本人及び世帯全員が住民税非課税であって、 
第2段階以外の人 

同　左 

同　左 

同　左 



広報みま２００６（平成１８）年４月号27

婦人がん検診のお知らせ

下記の日程で平成１８年度の婦人がん検診を実施します。２年に１回は婦人がん検診を受けるようにしま

しょう。

●申し込み方法

２年に１回の受診のため、乳がん・子宮がん検診をそれぞれ平成１６年度に受診された人には、事前の申

し込みがなくても検診票が送付されます。

上記以外の受診希望者は、検診票を送付しますので、４月２５日貂までに申し込みをしてください（要予

約制）。

●申し込み・問い合わせ先

市健康課（保健センター内）健康づくり担当蕁炙８１６０

市木屋平総合支所福祉環境課蕁煥２１１３

※当日の受付時間については、事前に送付する検診票とあわせて個別にお知らせします。

※受診日の都合が悪くなった場合や、検診票が届かないときはご連絡ください。

みまし　健康相談24
美馬市国民健康保険では、心と体のさまざまな相談に、医師、保

健師、看護師が24時間体制でお応えする無料電話相談事業を行って
います。
電話番号は、通話無料の

フリーダイヤル　薔0120－777－942
気軽に利用してください。

●検診内容等

●日　程

受 付 時 間 

12:30～15：005月10日貉 
美馬地区広域住民センター 

（脇町木ノ内） 

10:00～14：005月11日貅 美馬市保健センター 
（穴吹町穴吹） 

穴吹林業総合センター 
（穴吹町三島） 

10:00～14：005月15日豺 美馬市保健センター 
（穴吹町穴吹） 

9:30～15：005月16日貂 

12:30～14：005月18日貅 

5月17日貉 

脇町老人福祉センター 

5月29日豺 
14:30～15：30 木屋平老人福祉センター 

10:00～12：30 小島公会堂 （穴吹町三島） 

美馬文化会館 （美馬町養泉） 

12:30～14：005月22日豺 おちあい荘 （脇町落合） 

13：30～15：00

場　　　所 検診日 受 付 時 間 

11:30～12：30

5月25日貅 

古宮生活改善センター 
（穴吹町古宮） 

13:30～15：00 口山基幹集落センター 
（穴吹町口山） 

12:30～14：006月  1日貅 

6月  2日貊 

美馬農協谷口出張所 
（美馬町谷口） 

13:30～14：15 三ツ木集会所 （木屋平） 

13:30～14：30 谷口公民館 （木屋平） 

6月  5日豺 12:30～14：00 拝中集会所 （脇町） 

場　　　所 検診日 

対  　象  　者 検　診　内　容 負　担　金 検診名 

※70歳以上の人の検診料が有料になりました。ただし、非課税世帯・生活保護世帯の人は無料になります（申請手続きが必要）。 

子宮がん 子宮頚部の細胞診 一律　700円 

40～49歳（2方向撮影） 1,400円 

50歳以上（1方向撮影） 1,000円 
レントゲンによる乳房撮影 

＋視触診 乳がん 

20歳以上（平成19年3月31日現在） 
（※平成17年度受診者は対象外） 

40歳以上（平成19年3月31日現在） 
（※平成17年度受診者は対象外） 



予防接種法一部改正により、平成１８年４月１日から麻しん及び風しんの定期予防接種が「麻しん風しん

混合ワクチン」での接種となりました。接種回数は第１期・第２期の２回接種となり、対象者についても下

記のとおり変更になりました。

※平成１８年３月３１日までに麻しんまたは風しんにかかったり、単抗原ワクチン（麻しんワクチンまたは風

しんワクチン）の接種をしたことがある人は、平成１８年４月１日以降は定期の予防接種として「麻しん風

しん混合ワクチン」を受けることはできません。単抗原ワクチンでの接種を希望される人は、全額自己負担での

任意接種となります。

ただし、経過措置として平成１８年４月以降に第１期（生後１２か月～２４か月）の対象年齢であり、麻し

んまたは風しん単抗原ワクチンを接種している人で、残りの単抗原ワクチンの接種を希望される保護者は公

費負担での任意接種ができますので、市健康課へ連絡してください。

【改正前】（対 象 者）生後１２か月から生後９０か月に至るまでの間にある者
（接種方法）麻しん及び風しんの予防接種は、麻しんワクチン及び風しんワクチンを１回ずつ接種
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麻しん・風しんの定期予防接種が変更されました

ワクチン 

麻しんワクチン 

風しんワクチン 

出生児 6か月 12か月 18か月 2歳 3歳 

1　回 

1　回 

4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 

【改正後】
（対 象 者）第１期…生後１２か月から生後２４か月に至るまでの間にある者

第２期…５歳以上７歳未満の者であって小学校就学の始期に達するまでの日の１年前の日から当

該始期の前日までの間にある者（いわゆる幼稚園の年長児）

◇第１期・第２期の対象年齢を満たし、次の①及び②を満たす者

①麻しんワクチン・風しんワクチンともに未接種の者

②麻しん及び風しんにかかったことのない者

（接種方法）麻しん及び風しんの予防接種は、麻しん風しん混合ワクチンを第１期、第２期で１回ずつ接種

ワクチン 

麻し ん 風しん 

混 合ワクチン 

出生児 6か月 12か月 18か月 2歳 3歳 

第1期 
1回 

第2期 
1回 

4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 

平成18年4月1日以降の費用負担 ○…公費負担あり　　×…公費負担なし 

旧制度の接種歴 
新 制 度 の 対 象 者  

接種可能な 
ワクチン 

風しん単抗原 ○ × × 

× × × 

○ ○ × 

○ × × 

麻しん風しん 
混　合 

麻しん単抗原 

なし 

第1期 
（生後12か月～24か月） 

第2期 
（幼稚園の年長児） 

第1期・第2期に当てはまらない 
7歳6か月未満の子ども 

麻しんワクチンのみ接種 
又は罹患した人 

麻しんワクチン、風しんワクチン 
ともに接種済み 

麻しんワクチン、風しんワクチン 
ともに未接種 

風しんワクチンのみ接種 
又は罹患した人 

〔問い合わせ先〕市健康課母子保健担当蕁炙8160



平成18年度分の国民年金保険料納付案内書は届きましたか
４月半ばまでに自宅に届かない場合は、近くの社会保険事務所へ連絡してください。

４月分の保険料納付期限は５月末になりますので、納付期限内に納めてください。

便利で確実な口座振替に切り替える人は、金融機関の確認印を押してもらって、金融機関の窓口か社会保

険事務所に申出書を提出してください。

口座振替には翌月末振替と当月末振替があります。当月末振替は翌月末振替より、ひと月５０円割引とな

ります。

口座振替前納される場合には納付書で現金前納されるより、さらに割引があります。次回、口座により６

か月前納する場合の時期については、平成１８年９月２０日までに社会保険事務所へ申出書の提出が必要です。

1年前納する場合、納付書で前納されるより　　540円

6か月前納する場合、納付書で前納されるより　260円さらに割引があります。
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国　　民　　年　　金

◆納付案内書には口座振替納付申出書が付いています。
◆国民年金保険料は月額13,860円です。

〔問い合わせ先〕阿波半田社会保険事務所蕁焉3127または市保険年金課蕁炙5601
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17

18

19
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21
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23

24

25

26

27

28

29

30

予防接種（個別） 予防接種（集団）・乳幼児健診・教室 

4　　　月 
予防接種（個別） 予防接種（集団）・乳幼児健診・教室 

5　　　月 

平成18年度  予防接種等日程表 

麻しん・風しん 
（混合） 

パパママ教室 

キッズルーム 

子育て広場 

子育て相談 

子育て広場 

乳児健診 
対象：H17年12月生 

乳児健診 
対象：H17年6月生 

乳児健診 
対象：H18年1月生 

乳児健診 
対象：H17年7月生 

1歳6か月児健診 
対象：H16年10月生 

3歳6か月児健診 
対象：H14年11月生 

ポリオ： 
　木屋平実施日 

脱臼検診・離乳食教室 
対象：H17年12月、H18年1月生 

2歳児歯科検診 
対象：H15年10月生 

※通知対象生年月日を過ぎて各予防接種を希望される場合は、市健康課母子保健担当までご相談ください。　日程等は、都合により変更する場合があります。 

1歳6か月児健診 
対象：H16年9月生 

3歳6か月児健診 
対象：H14年10月1日～15日生 

3歳6か月児健診 
対象：H14年10月16日～31日生 

子育て相談 

子育て相談 

キッズルーム 

キッズルーム 

乳児健診 
対象：H18年2月生 

乳児健診 
対象：H17年8月生 

2歳児歯科検診 
対象：H15年11月生 

2歳児歯科検診 
対象：H15年12月生 

3歳6か月児健診 
対象：H14年12月生 

BCG 
通知対象：満3か月～6か月未満 

BCG 
通知対象：満3か月～6か月未満 

BCG 
通知対象：満3か月～6か月未満 

ポ　リ　オ 

ポ　リ　オ 

ポリオ  通知対象者 
  初回  H15年4.1～H17年12.31生 
  追加  H15年4.1～H17年5.31生 
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通知対象： 
　H16年4.23 
 
　H17年4.16生 
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土 

日 

予防接種（個別） 予防接種（集団）・乳幼児健診・教室 

6　　　月 

1歳6か月児健診 
対象：H16年11月生 

DT 
二種混合 
通知対象： 
　H6年4.2 
 
　H7年4.1生 

〜 
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美馬市教育集会所受講生募集の案内 

教育集会所各講座日程表 

美馬文化会館受講生募集の案内 

　市内の拝原、脇町、岩倉教育集会所では、平成１８年度各講座の受講生を募集しています。 

●講座は毎月2回（一部は1回）各会場で開催 

●受講資格　美馬市に在住または勤務する成人 

※年会費3,500円が必要です。受講生には決められた人権研修を受けていただきます。講座の内容は変

更する場合があります。 

　　受講の申し込み、問い合わせは、市教育委員会生涯学習課蕁烙２１７７へ。また、市役所各庁舎の窓口及び各

教育集会所に募集案内チラシを備え付けているので、ご覧になってください。 

　美馬文化会館では、平成１８年度の各教室の受講生を募集しています。会場は美馬文化

会館（美馬市美馬町字養泉11番地）です。皆さんの参加をお待ちしています。 

◆参加の申し込み・問い合わせ先　美馬文化会館  蕁烙４６４６ 

講座名  

日 時
 

 

受 講 料  

健康教室「太極拳」 

毎週水曜日 

午後7時～午後9時 

無　料 

3B体操教室 

毎月第1・2・3・4土曜日 

午後7時～午後9時 

無　料 

パッチワーク教室 

毎月第1・3木曜日 

午後1時30分～午後3時30分 

無料、材料代のみ自己負担 

社交ダンス教室 

毎週月・水曜日 

午後7時30分～午後9時30分 

集会所 週 日 月 火 水 木 金 土 

1

1

1

音　楽 
午後7時30分～午後9時30分 

俳　句 
午後1時～午後4時 

料　理 
午前9時30分～午後1時 

書　道 
午後7時～午後9時 

書　道 
午後7時～午後9時 

漢　詩 
午後7時30分～午後9時30分 

漢　詩 
午後7時30分～午後9時30分 

大正琴 
午後7時30分～午後9時30分 

大正琴 
午後7時30分～午後9時30分 

民　謡 
午後7時30分～午後9時30分 

民　謡 
午後7時30分～午後9時30分 

音　楽 
午後7時30分～午後9時30分 

音　楽 
午後7時30分～午後9時30分 

民　舞 
午後7時30分～午後9時30分 

民　舞 
午後7時30分～午後9時30分 

生　花 
午後7時30分～午後9時30分 

生　花 
午後7時30分～午後9時30分 

書　道 
午後7時～午後9時 

書　道 
午後7時～午後9時 

詩　吟 
午後7時30分～午後9時30分 

詩　吟 
午後7時30分～午後9時30分 

民　舞 
午後7時～午後9時 

音　楽 
午後7時～午後9時 

社交ダンス 
午後7時～午後9時 

音　楽 
午後7時～午後9時 

社交ダンス 
午後7時～午後9時 

俳　句 
午後1時～午後4時 

民　舞 
午後7時～午後9時 

生　花 
午前10時～正午 

民　謡 
午後2時～午後4時 

茶　道 
午後1時30分～午後3時30分 

料　理 
午前10時～午後1時 

手　芸 
午後1時30分～午後3時30分 

茶　道 
午後1時30分～午後3時30分 

手　芸 
午後1時30分～午後3時30分 

生　花 
午前10時～正午 

民　謡 
午後2時～午後4時 

音　楽 
午後7時30分～午後9時30分 

民　舞 
午後1時30分～午後3時30分 

民　舞 
午後1時30分～午後3時30分 

書　道 
午後1時30分～午後3時30分 

書　道 
午後1時30分～午後3時30分 

墨　絵 
午後2時～午後4時 

墨　絵 
午後2時～午後4時 

2

2

2

3

3

3

4

4

4

拝
　
原 

（
拝
原
西
） 

（
別
所
浜
） 

岩
　
倉 

脇
　
町 

（
脇
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

生　花 
午後7時～午後9時 

生　花 
午後7時～午後9時 

週2回の場合は月2,000円 
週1回の場合は月1,000円 
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平成18年度 公民館事業  教室生を募集します 
～趣味と教養で人生に彩りを～ 

脇町公民館事業  教室一覧 

穴吹公民館事業  教室一覧 

　市の各公民館では、“だれでもいつでも楽しく学べる生涯教育”を目指して下記の教室を

開いています。あなたも教室に参加しませんか。また、「このような教室を開きたい」といった

申し込みも受け付けます。多数の参加をお待ちしています。 

◆参加の申し込み・問い合わせ先　市教育委員会生涯学習課  蕁烙２１７７ 

◆参加の申し込み・問い合わせ先　穴吹公民館  蕁炙１１００ 

会　　場 

 

 

 

脇 町 公 民 館  

 

 

 

 

 

 

猪 尻 公 民 館  

会場 

教 室 名 

藍 染  

陶 芸  

三 味 線  

墨 絵  

手 編 み  

茶 道  

詩 吟  

描 画  

盆 石  

詩 吟  

詩 吟  

大 正 琴  

民 舞  

教 室 名 

華 道  

茶 道  

墨 絵  

俳 句  

籐 工 芸  

ビ デ オ  

英 会 話  

大 正 琴  

大正琴愛好会 

囲 碁  

囲碁同好会  

囲碁研修会  

着 付  

詩 吟  

古文書勉強会 

開 催 日 と 時 間 

毎月第1・3火曜日  午前9時～午後3時　毎月第2・4金曜日  午前9時～午後3時   

毎 週 水 曜 日  

毎 週 木 曜 日  

毎月第1・3木曜日 

毎 週 金 曜 日  

毎月第2・4火曜日 

毎 週 土 曜 日  

毎 週 日 曜 日  

毎月第1・3月曜日 

毎 週 火 曜 日  

毎 週 水 曜 日  

毎 週 日 曜 日  

毎 週 月 曜 日 

開 催 日 と 時 間 

毎 月 第 2・4 金 曜 日  

毎 月 第 2・4 金 曜 日  

毎 月 第 2・4 月 曜 日  

毎 月 第 2 木 曜 日  

毎 月 第 1・3 月 曜 日  

毎 月 第 2 土 曜 日  

毎 週 月 曜 日  

毎 週 火 曜 日  

毎 週 木 曜 日  

毎 週 水 曜 日  

毎 週 火 曜 日  

毎月第1・3日曜日、第2木曜日 

毎 月 第 1・3 月 曜 日  

毎 週 木 曜 日  

毎 月 第 2 土 曜 日 

 

 

午前9時～午後4時 

午後1時30分～午後3時30分 

午後1時30分～午後3時 

午後1時30分～午後3時30分 

午後1時～午後4時 

午後8時～午後10時 

午後7時～午後10時 

午後7時～午後9時 

午後8時～午後10時 

午後8時～午後10時 

午後1時～午後3時30分 

午後7時30分～午後10時 

 

午前9時～午前11時 

午後1時～午後4時 

午後2時～午後4時 

午後1時30分～午後4時 

午後1時～午後5時 

午後2時～午後4時 

午後7時30分～午後9時 

午後7時～午後9時30分 

午後7時30分～午後9時30分 

午後7時～午後9時 

午後1時～午後5時 

午前9時～午後5時 

午後7時～午後9時 

午後7時30分～午後9時30分 

午後1時30分～午後3時30分 

穴
　
吹
　
公
　
民
　
館 
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平成１８年度の犬の登録と狂犬病予防注射を各表の日程で行いますので、最寄りの場所で受けてください。

●登録手数料　3,000円（平成7年4月1日以降に登録を受けた犬は不要です）

●注射手数料　3,000円

当日は下記のことに注意してください。

蜷「愛犬の登録と狂犬病予防注射についてのお知らせ」のハガキを持参する（ハガキがないと予防注

射を受けられない場合があります）。

蜷飼い犬の体調が悪かったり、妊娠している場合には事前に申し出る。

蜷首輪がぬけないように確認しておく。

蜷噛みつく恐れのある犬には、口輪を着けておく。

※登録した犬が死亡したとき、所在地が変わったとき、飼い主が変わったとき

は、市ふるさと振興課（蕁炙８００９）へ連絡してください。

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

木屋平地区

4月25日貂 
場　　所 

樫原村道入口 

桑柄橋 

二戸線入口 

三ツ木集会所 

横石堂三叉路 

樫原集会所上 

南張消防詰所 

今丸橋 

川上集会所 

太合集会所 

滝宮神社下 

弓道あめご養魚場入口 

谷口公民館 

森遠神社下 

弓道線入口 

八幡松家商店前 

堂久保集会所前 

大北集会所 

木屋平総合支所前 

時　　間 

  8：45 ～   8：50 

  8：55 ～   9：00 

  9：05 ～   9：10 

  9：15 ～   9：20 

  9：30 ～   9：35 

  9：40 ～   9：50 

  9：55 ～ 10：00 

10：05 ～ 10：10 

10：50 ～ 11：00 

11：30 ～ 11：40 

11：45 ～ 11：50 

11：55 ～ 12：00 

13：10 ～ 13：20 

13：30 ～ 13：40 

13：50 ～ 13：55 

14：00 ～ 14：05 

14：10 ～ 14：15 

14：25 ～ 14：35 

14：45 ～ 15：00

※木屋平地区は、5月26日貊にも
上表の時間で再度実施されます。

犬の放し飼いは 
　　　条例違反です 
犬の放し飼いは 
　　　条例違反です 
犬の放し飼いは 
　　　条例違反です 

犬の運動・散歩時には 
　     必ずフンの始末を 
　　　　　　 しましょう 

犬の運動・散歩時には 
　     必ずフンの始末を 
　　　　　　 しましょう 

犬の運動・散歩時には 
　     必ずフンの始末を 
　　　　　　 しましょう 

徳島県動物の愛護及び管理に関する条例

第２４条により、犬の放し飼いは禁止されて

います。飼い主は、犬を常に綱、鎖等でつ

ないでおくか、おり、さく等の囲いの中に

収容しておかなければなりません。この条

例に違反した場合

は、３万円以下の

罰金に処されます。

犬の放し飼いに

よるトラブルが起

きないよう、飼い

主は十分注意して

ください。

公園や道路などの公共の場所や、他人の

敷地内をフンで汚さないように、必ず袋な

どを持参して後始末をしましょう。
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4月26日貉 
場　　所 

西村公会堂 
西村・島田商店前 
西村教育集会所 
中上会館 
突落集会所 
竹ノ内・加藤商店横 
八幡神社 
谷口・久米川商店前 
城集会所 
中西集会所 
吉水・藤ユキコ様宅 
露口・藤田稔様宅 
露口集会所 
宗ノ分・河野石油店 
宗ノ分・重清石油店 
沼田・農協倉庫 

班 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：30 ～   9：50 
  9：55 ～ 10：05 
10：10 ～ 10：20 
10：30 ～ 10：40 
10：45 ～ 10：55 
11：05 ～ 11：15 
11：25 ～ 11：35 
11：40 ～ 11：50 
13：00 ～ 13：10 
13：20 ～ 13：30 
13：40 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：10 
14：15 ～ 14：25 
14：35 ～ 14：45 
14：50 ～ 15：00 
15：10 ～ 15：20

場　　所 
美馬第二保育所 
西荒川・天津賀佐彦神社 
東荒川集会所 
東荒川・苛原隆様宅裏 
東原・逢坂清様宅横 
東原部落集会所 
重清東小学校前 
東原・都築車体横 
突出・森脇商店前 
猿坂・長江三木夫様宅 
野田ノ井・逢坂喜久雄様宅前 
野田ノ井集会所 
藤宇・逢坂商店前 
藤宇・西岡盛旺様宅横 
中村部落会館 
市役所美馬庁舎 

班 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：40 
  9：50 ～ 10：00 
10：10 ～ 10：20 
10：30 ～ 10：40 
10：45 ～ 10：55 
11：00 ～ 11：10 
11：20 ～ 11：30 
11：40 ～ 11：50 
13：00 ～ 13：10 
13：15 ～ 13：25 
13：35 ～ 13：45 
13：50 ～ 14：00 
14：10 ～ 14：20 
14：30 ～ 14：40 
14：50 ～ 15：00 
15：20 ～ 15：30

6月6日貂 
場　　所 

西村公会堂 
西村教育集会所 
竹ノ内・加藤商店 
八幡神社 
中西集会所 
谷口・久米川商店前 
露口集会所 
宗ノ分・河野石油店前 
宗ノ分・重清石油店前 
東原・西村自動車 
沼田・農協倉庫 
西荒川・西岡常芳様宅前 
東荒川集会所 
突出・森脇商店前 
市役所美馬庁舎 

班 
 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：30 ～   9：40 
  9：45 ～   9：55 
10：00 ～ 10：10 
10：15 ～ 10：25 
10：30 ～ 10：40 
10：45 ～ 10：55 
11：00 ～ 11：10 
11：15 ～ 11：25 
11：30 ～ 11：40 
13：10 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：35 
13：40 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：10 
14：20 ～ 14：30 
14：40 ～ 14：50

場　　所 
天神・ヒデ美容室 
妙見神社 
中山路西集会所 
中山路東・八幡神社 
駅西・土井米穀店 
蛭子・吉野嘉美男様宅東 
美馬第一保育所 
土ヶ久保老人ルーム 
鍵掛・佐藤商店裏 
玉振神社 
川原町・曽我部明子様宅前 
芝坂中・野崎和夫様宅前 
蕨草・国岡耕治様宅横 
美馬農協北部出張所 
芝坂東集会所 

班 
 
 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：40 
  9：45 ～   9：55 
10：00 ～ 10：10 
10：15 ～ 10：25 
10：30 ～ 10：40 
10：45 ～ 10：55 
11：00 ～ 11：10 
11：15 ～ 11：25 
11：30 ～ 11：40 
13：10 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：35 
13：40 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：10 
14：20 ～ 14：30 
14：40 ～ 14：50

4月27日貅 
場　　所 

川原町・曽我部明子様宅前 
芝坂小学校 
岡・天神社 
坊僧・佐藤虎征様宅 
蕨草・国岡耕治様宅 
切久保・オートワーク芝 
美馬農協北部出張所 
入倉・梶野豁様宅 
清田・山本ミユキ様宅 
丈寄・西岡重政様宅 
上久保・先川祐吉様宅裏 
昭和・藤本昭文様宅 
切久保・細川健一様宅裏 
芝坂東集会所 

班 
 
 
 
 
 
 

1

時　　間 
  9：30 ～   9：50 
  9：55 ～ 10：05 
10：15 ～ 10：25 
10：35 ～ 10：45 
10：50 ～ 11：00 
11：10 ～ 11：20 
11：30 ～ 11：40 
13：00 ～ 13：10 
13：15 ～ 13：25 
13：30 ～ 13：40 
14：00 ～ 14：10 
14：30 ～ 14：40 
14：50 ～ 15：00 
15：20 ～ 15：30

場　　所 
天神・ヒデ美容室 
喜来・曽我部鮮魚店前 
妙見神社 
剣山石油前 
井川集会所 
鍵掛・西山利幸様宅 
土ヶ久保・若宮神社 
土ヶ久保老人ルーム 
中山路・吉本正司様宅 
郡里グラウンド 
中島・宮本様宅前 
東宗重北・荒神境内 
玉振神社 
宗重農協米麦倉庫（駅集会所横） 
駅西・土井米穀店前 
中山路東・八幡神社 
中山路西集会所 

班 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：40 
  9：45 ～   9：55 
10：00 ～ 10：10 
10：20 ～ 10：30 
10：35 ～ 10：45 
10：50 ～ 11：00 
11：10 ～ 11：20 
11：25 ～ 11：35 
11：40 ～ 11：50 
13：00 ～ 13：10 
13：15 ～ 13：25 
13：35 ～ 13：45 
13：55  ～ 14：05 
14：15 ～ 14：25 
14：30 ～ 14：40 
14：50 ～ 15：00 
15：10 ～ 15：20

犬の登録と狂犬病予防注射日程表 美馬地区
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5月11日貅 
場　　所 

春日・そがわ譌横 
共進・金比羅神社 
棚田集会所 
江原中学校 
落合診療所 
貞安集会所 
曽江・ボン美容室横 
JA美馬営農センター 
江原南小学校体育館東 
拝中集会所 
JA美馬本所 

班 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：30 ～   9：50 
  9：55 ～ 10：15 
10：20 ～ 10：40 
10：45 ～ 11：05 
11：10 ～ 11：30 
11：35 ～ 11：55 
13：00 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：55 
14：00 ～ 14：20 
14：25 ～ 14：45 
14：50 ～ 15：10

場　　所 
西部総合県民局美馬庁舎（旧県脇町合同庁舎） 
山路集会所 
西上野集会所 
北庄・西野商店前 
北庄団地入口 
町民プール 
猪尻公民館 
パルシー駐車場南側 
観光駐車場 
うだつアリーナ駐車場 

班 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：50 
  9：55 ～ 10：15 
10：20 ～ 10：40 
10：45 ～ 11：05 
11：10 ～ 11：30 
11：35 ～ 11：55 
13：00 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：55 
14：00 ～ 14：20 
14：25 ～ 15：00

6月7日貉 
場　　所 

曽江谷橋西詰 
脇町インターチェンジ横駐車場 
新田・ライスセンター 
赤谷・ぶどう選果場 
曽江生活改善センター 
大木原集会所 
庄・松下寿駐車場 
土井集会所 
古作・小原様宅前 
上野八幡神社 
旧脇町教育委員会前 
池南・石川商店前 

班 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：30 ～   9：45 
  9：55 ～ 10：10 
10：20 ～ 10：35 
10：45 ～ 11：00 
11：10 ～ 11：25 
11：35 ～ 11：50 
13：00 ～ 13：10 
13：20 ～ 13：30 
13：40 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：10 
14：20 ～ 14：30 
14：40 ～ 14：50

場　　所 
脇町劇場駐車場 
落久保・白川写真場前 
岩倉教育集会所 
野村西・日通ペリカン便前 
小星・福永建設前 
馬木集会所 
豊田飼料前 
新町・若宮神社 
秋葉神社入口 
脇町体育館 
脇町保育所駐車場 
市役所脇町庁舎北側駐車場 

班 
 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：45 
  9：55 ～ 10：10 
10：25 ～ 10：40 
10：50 ～ 11：05 
11：15 ～ 11：30 
11：40 ～ 11：55 
13：00 ～ 13：10 
13：20 ～ 13：30 
13：40 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：10 
14：20 ～ 14：30 
14：40 ～ 14：50

5月12日貊 
場　　所 

椚野集会所 
金川・七社神社 
江原東小学校 
古屋敷集会所 
大川バス停 
清水駐在所 
夏子休憩所 
宮井・丸山公郎様宅前 
佐城・市営住宅 
旧内野理髪店 
新町・ひかり荘 
田上入口 

班 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：50 ～ 10：00 
10：05 ～ 10：15 
10：20 ～ 10：35 
10：40 ～ 10：55 
11：20 ～ 11：35 
11：40 ～ 11：55 
13：00 ～ 13：10 
13：15 ～ 13：30 
13：50 ～ 14：05 
14：10 ～ 14：20 
14：25 ～ 14：40 
14：45 ～ 15：00

場　　所 
馬木・駐在所横 
JA美馬岩倉支所前 
岩倉小学校北 
木ノ内住民センター 
野村東・原強様宅前 
川原町集会所 
小星集会所 
井口集会所 
別所・川西運輸駐車場 
上の原集会所 

班 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：50 
  9：55 ～ 10：15 
10：20 ～ 10：40 
10：45 ～ 11：05 
11：10 ～ 11：30 
11：35 ～ 11：55 
13：00 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：55 
14：00 ～ 14：20 
14：25 ～ 15：00

犬の登録と狂犬病予防注射日程表 脇町地区
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5月16日貂 
場　　所 

小島駅前 
小島東分集会所 
神田・踏切の所 
宮原・岸幸一様宅横 
三島教育集会所 
JA美馬三島支所前 
谷西・三谷英二様宅横 
岡本鮮魚店横 
大柳神社 
三島会館 
観音堂・堤政信様宅前 
東舞・須藤市郎様宅横 

班 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：10 ～   9：30 
  9：35 ～   9：50 
  9：55 ～ 10：10 
10：15 ～ 10：20 
10：25 ～ 10：45 
10：50 ～ 11：10 
11：15 ～ 11：30 
11：35 ～ 11：50 
13：20 ～ 13：35 
13：40 ～ 14：30 
14：35 ～ 14：50 
14：55 ～ 15：10

場　　所 
半平小学校 
山瀬・大谷安夫様宅横 
古宮出張所前 
大内集会所 
ライフケア田方 
白人神社 
首野集会所 
宮内西・緒方勝義様宅横 
宮内駐在所横 
調子野・三浦要市様宅横 
調子野・お堂 
梶山集会所 

班 
 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：40 ～   9：45 
  9：50 ～ 10：00 
10：05 ～ 10：15 
10：45 ～ 11：05 
11：15 ～ 11：25 
11：30 ～ 11：45 
13：30 ～ 13：40 
13：45 ～ 13：55 
14：00 ～ 14：15 
14：20 ～ 14：30 
14：35 ～ 14：45 
14：50 ～ 15：00

6月8日貅 
場　　所 

小島駅前 
小島東分集会所 
神田・踏切の所 
大柳神社 
三島会館 
舞中島・堤政信様宅前 
三島教育集会所 
JA美馬三島支所前 
岡本鮮魚店駐車場横 
岩手・坂本電器横 
初草小学校駐車場横 
土場・船井商店横（高架橋下） 
市場・土肥敏男様宅横 
中央・遠所理生様宅横 
宝生寺 
中屋集会所横 
八幡神社前（穴吹） 
市ノ下・土肥忠行様宅横 
成戸・若宮神社 

班 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：10 ～   9：20 
  9：25 ～   9：35 
  9：40 ～   9：50 
10：00 ～ 10：10 
10：15 ～ 10：25 
10：30 ～ 10：40 
10：45 ～ 10：55 
11：00 ～ 11：10 
11：15 ～ 11：25 
11：30 ～ 11：40 
13：10 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：35 
13：40 ～ 13：50 
13：55 ～ 14：05 
14：10 ～ 14：20 
14：25 ～ 14：35 
14：40 ～ 14：50 
14：55 ～ 15：05 
15：10 ～ 15：20

場　　所 
白人神社 
宮内駐在所横 
調子野・お堂 
知野・お堂 
中野宮・下浦商店横 
仕出原集会所 
旧給食センター横 
スポーツセンター前 
渕名・斉藤鉄義様宅横 
仏成寺 
奈良坂上・竹本商店前 
旧公民館 
元宇山歯科駐車場横 
享保寺 
尾山・十二所神社 
大平台 

班 
 
 
 
 
 
 
 

2

時　　間 
  9：20 ～   9：30 
  9：35 ～   9：45 
  9：50 ～ 10：00 
10：10 ～ 10：20 
10：25 ～ 10：35 
10：45 ～ 10：55 
11：05 ～ 11：15 
11：20 ～ 11：30 
13：10 ～ 13：20 
13：25 ～ 13：35 
13：40 ～ 13：50 
14：00 ～ 14：10 
14：15 ～ 14：25 
14：35 ～ 14：45 
14：50 ～ 15：00 
15：05 ～ 15：15

5月17日貉 
場　　所 

知野・お堂 
猿飼・南傳一様宅下 
丸山・橋の所 
中野宮・下浦商店横 
仕出原・尾下様宅横 
初草小学校駐車場横 
土場・船井商店横（高架橋下） 
八幡神社前（穴吹） 
宝生寺 
中屋集会所横 
中央・遠所理生様宅横 
市場・土肥敏男様宅横 
市ノ下・土肥忠行様宅下 
成戸・若宮神社 

班 
 
 
 
 
 
 
 
1

時　　間 
  9：15 ～   9：30 
  9：40 ～   9：50 
10：05 ～ 10：15 
10：20 ～ 10：30 
10：40 ～ 10：50 
10：55 ～ 11：10 
11：15 ～ 11：35 
11：40 ～ 11：55 
13：20 ～ 13：30 
13：35 ～ 13：50 
13：55 ～ 14：05 
14：10 ～ 14：20 
14：25 ～ 14：45 
14：50 ～ 15：00

場　　所 
渕名・小泉靖雄様宅上 
渕名・斉藤鉄義様宅横 
仏成寺 
馬内・宮本正晴様宅横 
給食センター前 
奈良坂上・竹本商店前 
旧給食センター横 
スポーツセンター前 
岩手・坂本電器横 
岩手・すえひろ食堂横 
元宇山歯科駐車場横 
旧公民館 
享保寺 
尾山・十二所神社 

班 
 
 
 
 
 
 
 
2

時　　間 
  9：30 ～   9：40 
  9：50 ～ 10：00 
10：10 ～ 10：20 
10：30 ～ 10：40 
10：50 ～ 11：00 
11：10 ～ 11：20 
11：25 ～ 11：35 
11：40 ～ 11：55 
13：20 ～ 13：30 
13：35 ～ 13：45 
13：50 ～ 14：05 
14：10 ～ 14：25 
14：30 ～ 14：40 
14：45 ～ 15：00

犬の登録と狂犬病予防注射日程表 穴吹地区
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先月号では、豊かな地域づくりのために行われている、さまざまな自治会活動を紹介しました。今回は自

治会構成について、現状や課題を交えてお話しします。

現在、市内には３３５の自治会（今年３月末で穴吹地区の西

の浦自治会が廃止されました）があり、その内訳は、脇町が

１１５、美馬が６６、穴吹が９７、木屋平が５７となっています。

各自治会では、地域住民の総意によって自治会長が選任さ

れ、市からの連絡事項の周知など各業務においてお世話をい

ただいております。自治会によっては、地域の約束事である

規約を定めたり、会長以外の役職や班を決めたり、また青年

部、婦人部などの専門部を設置して活発な活動をしているところもあります。

しかしながら、近年は地域住民の高齢化等により「新しい活動にも取り組むことができない」とい

った課題を抱え、自治会の運営が困難になっている地域もあります。自分たちの地域に何が必要なの

か、どのように活動を進めていくの

かを再確認するとともに、安定した

自治会をつくるためには自治会長だ

けに負担をかけるのではなく、地域

の一人ひとりが参加、協力していく

ことが大切です。

〔問い合わせ先〕市ふるさと振興課蕁炙8009

みんなで取り組む 「共創・協働のまちづくり」 「共創・協働のまちづくり」 「共創・協働のまちづくり」 3

自治会構成

平成18年度　美馬市自治会総会の案内
●と　き 平成１８年５月１０日貉 午後１時３０分～（予定）

●ところ 脇町渭水祥雲閣２階（会議室）

各自治会長のご出席を賜りますよう、お願いします。

◆問い合わせ先　市総務課蕁炙1212または自衛隊徳島地方連絡部池田出張所蕁0883煢0489

20歳以上26歳未
満の人（22歳未満
の人は大卒（見込
含）） 

募集種目 受付期間 合格発表 入（校）隊 試験日 募集人員 資　　格 

1次  5月20日 
2次  6月20日～22日 

海・空飛行要員
のみ 
2次  7月12日 

1次  6月9日 

1次  6月9日 
 
最終 
（陸・海）  8月28日 
（空）　　9月  5日 

最終 
（陸・海）  8月28日 
（空）　　9月  5日 

4月1日 
～5月12日 

19年3月下旬 
～4月上旬 

19年3月下旬 
～4月上旬 

4月1日 
～5月12日 

（男　子） 
陸  約130人 
海  約  70人 
（技術を含む） 
空  約  40人 

（女　子） 
陸  約10人 
海  約  5人 
空  約  5人 

陸  約10人 
海  約  5人 
空  約  5人 

専門の大卒（見込含）
24歳以上30歳未
満の人（薬剤は20
歳以上26歳未満の
人（薬学修士学位取
得者は、28歳未満）） 

大学院修士学
位取得者（海
上技術幹部候
補生志願者は、
理工学修士学
位取得者に限
る）及び自衛官
は28歳未満 

大
　
　
　
卒
　
　
　
等 

幹

部

候

補

生 

一般 
・ 
技術 

歯科 
・ 
薬剤 

海・空飛行要員のみ 
3次  7月20日 

～8月3日 
（海は7月31日まで） 

1次  5月20日・21日 
（21日は飛行要員のみ） 
2次  6月20日～22日 

平成18年度　自衛官等募集案内 



市消防本部に、このほど新しい水槽付消防ポンプ自

動車が配備されました。

重量８,７６０裴の６人乗りで、車両火災時等に威力を

発揮する�消火装置と、夜間現場用等の照明機器が取

り付けられています。また、１,８００リットルの貯水槽

や、上げ下ろし操作が簡単なハシゴも備えています。

同車は、市が消防設備の整備を目的に、県の合併補

助金により購入。災害発生時に活躍してくれるものと、

大きな期待が寄せられています。

新・水槽付消防ポンプ自動車を配備
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開　催　場　所 

脇町福祉センター 

穴吹農村環境改善センター 

美馬福祉センター 

木屋平総合支所 

開　催　日 

5月10日貉 

5月10日貉 

5月12日貊 

5月10日貉 

開催時間 

午前9時～正午 

午前9時～正午 

午前9時～正午 

午前9時～正午 

〔問い合わせ先〕  市人権室蕁炙8010

美馬市特設人権相談所開設日程 ＊＊ おはなし会 ＊＊
○日時　4月22日貍

午後2時～午後2時30分
○場所　脇町図書館こども室
楽しいお話しや、紙しばいをし

ます。
（ボランティアグループたんぽぽ）

◆入場料（ ）は当日券の料金　※小中高生は、Ａ席、Ｂ席共通で５００円

Ａ席〔メインスタンド席〕 ２,０００円（２,５００円）

Ｂ席〔ゴール裏、バックスタンド席〕 １,５００円（１,５００円）

◆問い合わせ先 徳島ヴォルティス譁 蕁０８８ ６６６ ２８２２　ホームページ http://www.vortis.jp/

サッカーJ2  徳島ヴォルティス ホームゲームの案内

対　戦　相　手 

コンサドーレ札幌  

サ ガ ン 鳥 栖  

会　　場 

鳴門陸上競技場  

鳴門陸上競技場  

日　　　　　時 

4月18日貂　午後7時キックオフ 

5月  3日貉　午後2時キックオフ 

参加対象者は、０歳から就学
前の子どもとその保護者。妊娠
中の人も参加できます。参加費
は、子ども一人につき１回１００
円（おやつ、材料代等）です。気
軽に参加してください。

○参加の申し込み、問い合わせ先 美馬市社会福祉協議会蕁炒７４３２

4月１5日貍 午前9時３０分～午前１１時 

4月19日貉 午前10時～午前１１時３０分 

場　　所 日　　　時 

美 馬 高 齢 者 セ ン タ ー 

脇 町 福 祉 セ ン タ ー 

4月20日貅 午後１時３０分～午後３時３０分 美馬市社協木屋平支所（つるぎの里） 

5月11日貅 午後１時３０分～午後３時 穴吹農村環境改善センター 

“気軽に・無理なく・楽しく・自由に”『ふれあい子育てサロン』の案内
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徳
島
新
聞
販
売
店
協
同
組
合

み
つ
わ
会
美
馬
支
部
（
南
恵
美

子
代
表
、
７
人
）
か
ら
、
先
ご

ろ
、
美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
車
い
す
１
台
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

同
支
部
は
、
平
成
１６
年
７
月

か
ら
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
業
者
に
売
却
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
車
い
す

購
入
資
金
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
こ
の
厚
志
に
感
謝
。
市
民
へ
の
無
償
の
貸
し
出
し

に
活
用
し
ま
す
。

寄

　

　

付

退　　　　職

３月３１日付で次の職員の皆さんが退職しま

した（敬称略）。

氏　　名 
大舘　　敏 
宇山　　孝 
崎川　順次 
蔭山　文代 
岡村二三代 
井上　節子 
廣瀬　雄一 
坂本　　薫 
岩山　智江 
金川　満子 
南　　史子 
西前　澄枝 
二宮　光子 
佐藤　克彦 

旧　　任　　名 
消防署消防長 
教育委員会次長 
保険福祉部部長 
穴吹保育所所長 
三島会館館長 
西阿老人ホーム組合施設長 
教育委員会木屋平分室室長 
課税課課長補佐 
江原保育所主任保育士 
脇町共同調理場調理員 
穴吹中学校業務員 
重清東小学校業務員 
切久保小学校業務員 
消防署主任 
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木 下 （ 雅 ） 医 院  

木 下 内 科 循 環 器 科  

佐 々 木 医 院  

ホ ウ エ ツ 病 院  

真 鍋 病 院  

折 野 病 院  

岡 内 科 病 院  

斎 木 医 院  

西 条 産 婦 人 科  

つ る ぎ 町 立 半 田 病 院  

ホ ウ エ ツ 病 院  

酒 巻 耳 鼻 咽 喉 科 医 院  

佐 藤 内 科  

つ る ぎ 町 立 半 田 病 院  

ホ ウ エ ツ 病 院  

木 

金 

土 

日

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

1 

2 

3 

4

（美）63－3171 

（美）63－2245 

（美）63－2001 

（脇）52－1095 

（美）63－2026 

（美）63－2569 

（脇）52－0988 

（脇）53－0101 

（脇）52－2002 

（半）64－3145 

（脇）52－1095 

（脇）53－2525 

（脇）52－1045 

（半）64－3145 

（脇）52－1095

4/

5/

月日 曜日 病　　院　　名 電話番号 

つ る ぎ 町 立 半 田 病 院  

秦 病 院  

ホ ウ エ ツ 病 院  

吉 川 医 院  

和 田 整 形 外 科 医 院  

市 橋 内 科 医 院  

大 島 病 院  

と し ま 小 児 科  

高 田 医 院  

つ る ぎ 町 立 半 田 病 院  

成 田 病 院  

成 田 ク リ ニ ッ ク  

脇 町 中 央 医 院  

桜 木 病 院  

平 野 整 形 外 科  

金 

土 

日

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19

（半）64－3145 

（脇）52－3011 

（脇）52－1095 

（脇）52－1122 

（脇）53－8811 

（脇）53－8105 

（脇）52－1215 

（脇）53－6011 

（脇）52－1410 

（半）64－3145 

（脇）52－1258 

（脇）55－0321 

（脇）52－1529 

（脇）52－2583 

（穴）53－8530

5/

月日 曜日 病　　院　　名 電話番号 

救 急 医 療 当 番 医 一 覧 

戸籍の動き 戸籍の動き 

保
清
　
　
昇
　
６８
歳
（
拝
　
北
）

北
條
　
　
忠
　
６４
歳
（
宮
　
成
）

樫
原
　
房
子
　
６５
歳
（
大
　
原
）

佐
藤
　
敏
幸
　
８７
歳
（
坊
　
僧
）

田
辺
　
英
憲
　
５３
歳
（
小
長
谷
）

數
藤
　
　
明
　
８９
歳
（
拝
西
２
）

中
村
　
高
子
　
７９
歳
（
新
　
町
）

正
木
ア
ヤ
コ
　
８９
歳
（
釜
の
池
）

小
原
　
　
定
　
９１
歳
（
宮
　
井
）

荒
岡
フ
サ
ヱ
　
８０
歳
（
西
荒
川
）

森
永
　
武
夫
　
８２
歳
（
西
　
村
）

秦
　
二
三
子
　
９６
歳
（
拝
西
２
）

宇
山
コ
ナ
ミ
　
９２
歳
（
沼
　
田
）

新
居
ナ
ヲ
ミ
　
８９
歳
（
田
　
方
）

池
田
米
二
郎
　
６４
歳
（
拝
西
１
）

住
友
フ
ヂ
子
　
８３
歳
（
南
　
部
）

藤
川
ア
サ
ノ
　
９７
歳
（
加
　
重
）

藤
本
　
道
子
　
７５
歳
（
竹
ノ
内
）

鎌
田
　
岩
夫
　
７７
歳
（
中
山
路
東
）

筒
井
　
久
義
　
８４
歳
（

舞
　
）

岸
　
モ
ト
ヱ
　
１０２
歳
（
宮
　
原
）

岡
河
　
一
夫
　
７３
歳
（
新
　
田
）

山
根
　
平
三
　
５５
歳
（
井
　
口
）

（
平
成
１８
年
３
月
受
付
分
）

池
西
　
功
卓
・
公
代

〈
男
の
子
〉
優ゆ
う

輝き

（
土
ヶ
久
保
）

西
岡
　
貴
史
・
麻
美

〈
女
の
子
〉
愛あ
い

花か

（
下
曽
江
南
）

丸
石
　
大
幸
・
千
歩

〈
女
の
子
〉
静し
ず

姫き

（
明
連
団
地
県
営

）

多
田
　
早
利
・
み
ほ

〈
女
の
子
〉
春は
る

日か

（
別
所
浜
西
）

吉
野
　
　
勲
・
美
保

〈
女
の
子
〉
み
や
美び

（
神
　
田
）

藤
田
　
裕
之
・
亜
希
子

〈
男
の
子
〉
康
生
こ
う
せ
い

（
井
　
口
）

〈
女
の
子
〉
奈
那
な

な

前
田
　
太
郎
・
有
香

〈
女
の
子
〉
美
海
み

う

（
竹
ノ
内
）

篠
原
　
和
広
・
徳
子

〈
男
の
子
〉
智と
も

也や

（
冬
　
畑
）

宇
山
　
奉
・
久
美
子

〈
男
の
子
〉
太
陽
た
い
よ
う

（
谷
　
口
）

長
江
　
　
昭
・
桜

〈
男
の
子
〉
春は
る

季き

（
天
　
神
）

野
田
　
　
委
・
洋
子

〈
男
の
子
〉
快
か
い
と

（
中
央
　
）

郷
田
　
　
渉
・
倫
代

〈
男
の
子
〉
侑
羽
ゆ

う

一い
ち

（

宝
　
）

井
川
　
　
学
・
美
晴

〈
男
の
子
〉
京
介

き
ょ
う
す
け

（
拝
北
南
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

前月より 4月1日現在 

人　口 

男 

女 

世帯数 

34,812人 

16,671人 

18,141人 

12,661　 

－145 

－76 

－69 

－20

美馬市人口統計 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

脇

美
馬
　
裕
也
・
敦
子

〈
女
の
子
〉
睦む
つ

美み

（
上
の
原
）

三
宅
　
　
智
・
万
祐

〈
女
の
子
〉
結ゆ
う

（
拝
　
中
）

逢
坂
　
幸
佳
・
利
恵

〈
男
の
子
〉
太た

聞も
ん

（
東
　
原
）

仲
　
　
広
道
・
真
理
子

〈
女
の
子
〉
舞ま
い

花か

（
谷
　
口
）

石
原
　
俊
之
・
千
春

〈
男
の
子
〉
蒼
一
朗

そ
う
い
ち
ろ
う

（
川
原
町
）

後
藤
　
武
・
ち
づ
る

〈
女
の
子
〉
愛あ

遥す
み

（
共
　
進
）

佐
藤
　
友
哉
・
和
子

〈
女
の
子
〉
愛あ
い

羅ら

（
上
棚
田
）
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吉野川中流域の地域づくりを考える『吉野川中流域（美馬）の未来を

語ろう～美馬４馬力の地域づくりフォーラム～』が３月１９日、四国三郎

の郷で開かれました。

大分県佐伯市で観光大使を務める矢野大和広報係長が「愚痴を言って

も始まらない」と題し、基調講演。家族や職場などの身近な出来事を題

材に、ユーモアあふれる語りで、集まった２５０人を大いに笑わせていま

した。その中で「何事にも否定ではなく、肯定する考え方で取り組むよ

う心掛ける。そうすることで、いろいろなチャンスが生まれてくる」「チ

ャンスを生かそうとする気持ちと行動が大切」などと呼び掛けました。

続いて行われたパネルディスカッションでは、美馬未来塾の千葉昭彦

代表をコーディネーターに、ＮＰＯ法人美馬体験交流の会の田中義美理事長と牧田市長、国土交通

省徳島河川国道事務所の石川浩所長、吉野川市国際交

流協会の吉野美保交流部長、飯泉徳島県知事の５人が

パネリストとなり意見交換。子どもたちとの体験学習

などを紹介した田中理事長は「住民が自立したまちづ

くり、地域のネットワークづくりを進めていきたい」、

牧田市長は「市内にある固有の文化や観光資源を活か

し、“四国のまほろば”を目指したい」、飯泉知事は

「美馬市には全国に誇れるものがたくさんある。地元

がそれらをよく知ることで、未来への可能性が開けて

くる」などと話しました。

このフォーラムは、県の協働推進モデル創出事業で、事業提案をしたＮＰＯ法人美馬体験交流の

会が県から委託を受け開催しました。

－未来の美馬市を語り合う－
四国三郎の郷で地域づくりフォーラム

▲ユーモアを交えて講演を
した矢野さん

▲美馬市の将来について意見を交わしたパネル
ディスカッション

シンガポール赤十字副総裁、トリニダード・

トバゴ共和国名誉総領事などを務めた胡暁子

（アキコ　オー）さんの講演会（美馬市青少年健

全育成市民会議、市教育委員会主催）が３月４

日、脇町福祉センターで開かれました。

「日本人が知らない日本の姿」と題し、胡さ

んは市内の中学生や一般の人ら約２００人を前に

「皆さん一人ひとりがすでに国際人です。その意

識をもって世界各地に旅立ち、さまざまな経験

をしてほしい」と呼び掛けました。また、世界

各地を飛び回ってきた経験から「日本人のいけないところは、あいまいな返事が多いこと。イエス、

ノーとはっきり返事ができるよう意識づけてください」と、国際人としての心得を伝えました。

「みんなが国際人としての意識をもって」脇町で講演会

▲国際人としての心得を伝える胡暁子さん


